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新しい出会いに笑顔
主な内容今月の表紙

　吉備国際大学、順正高等看護福祉専門学校
の入学宣誓式が行われました。期待と不安の
中、新しい出会いに笑顔があふれ、新入生の
学生生活がスタートしました。

●平成30年度　予算のあらまし（Ｐ２～）
●功績・栄光をたたえます（P６～）
●まちのできごと（P８）
●史跡備中松山城跡　大池（P９）



特別会計

国民健康保険や水道など、特定の収入に
より特定の事業を行うための会計です。

総額 152 億 2082 万円
（前年度比 8.4％減）

会計 予算額
国民健康保険特別会計（事業） 36億 3376万円
国民健康保険特別会計（直診） 7510万円
国民健康保険成羽病院事業会計 17億 4154万円
へき地診療所特別会計 1918万円
後期高齢者医療特別会計 ５億 5612万円
介護保険特別会計（事業） 48億 711万円
介護保険特別会計（サービス） 6074万円
養護老人ホーム特別会計 11億 2592万円
特別養護老人ホーム特別会計 ２億 5566万円
住宅新築資金等貸付事業特別会計 93万円
畑地かんがい事業特別会計 2144万円
水道事業特別会計 ３億 8295万円
簡易水道事業特別会計 11億 2061万円
下水道事業特別会計 13億 7255万円
地域開発事業特別会計 4081万円
巨瀬財産区特別会計 178万円
宇治財産区特別会計 428万円
有漢財産区特別会計 34万円

一般会計

福祉や道路、教育、消防など、市の基本的な
収入と支出を管理する会計です。

総額 227億 7000万円
（前年度比 0.7％減）

歳入

歳出

市税　16.9％
38 億 5219 万円

繰入金　4.8％
11 億 306 万円

使用料・手数料
2.2％ ４億 9229 万円

地方交付税  41.2％
93 億 8000 万円

市債  13.8％
31 億 3500 万円

国庫支出金
7.3％ 16 億 6224 万円

県支出金 5.3％
12 億 1582 万円

自 主
財
源

依
存
財
源
72.2％

27.8
％

議会費・労働費・
災害復旧費など
2.8％ ６億 4664 万円

総務費  12.3％
28 億 419 万円

民生費  26.1％
59 億 4444 万円

教育費  14.8％
33 億 7008 万円

衛生費  9.1％
20 億 7920 万円

公債費　16.2％
36 億 8161 万円

消防費  3.5％
７億 9006 万円

土木費  8.9％
20 億 1478 万円

商工費  1.1％
２億 4705 万円

農林水産業費  5.2％
11 億 9195 万円

地方消費税交付金など
4.6％ 10 億 4792 万円

寄付金・分担金・
負担金など
3.9％ ８億 8148 万円

　
平
成
30
年
度
は
、
高
梁
市
新
総
合
計
画
・
後
期
基
本
計
画
の
４
年
目
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
取
り
組
ん
で
き
た
施
策
や
事
業
の
進し
ん

捗ち
ょ
く
状
況
を
し
っ
か
り
と
捉
え
、
目

標
達
成
に
向
け
て
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
高
梁
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
、「
定
住
促
進
」、「
人
づ
く
り
」
な
ど
を
重
点
的
な
施

策
と
位
置
付
け
、「
ひ
と
・
ま
ち
・
自
然
に
や
さ
し
い
高
梁
」
の
実
現
に
向
け
て
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
中
で
も
、
若
者
の
定
住
や
保
育
士
確
保
に
よ
る
子
育
て
支
援
、
観
光
や
ス
ポ
ー
ツ

に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加
な
ど
、
市
が
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
で
あ
り
続
け
る
た
め
の
施

策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

平
成
30
年
度
　
予
算
の
あ
ら
ま
し

問
理
財
課
☎（
21
）０
２
０
６
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平成 30年度　予算のあらまし

  

地
域
産
業
・
地
域
資
源
を

　

      

生
か
し
た
活
力
あ
る
ま
ち

農
産
物
集
出
荷
設
備
等
施
設
整
備
事
業　
　
　
　
　
　

　
　

【
新
規
】　

１
億
２
４
３
３
万
円

　
び
ほ
く
農
業
協
同
組
合
な
ど
農
業
団

体
が
整
備
す
る
機
械
や
施
設
に
対
す
る

補
助

産
地
育
成
・
販
売
力
強
化
対
策
事
業　
　

　
　
　
　
　

【
新
規
】　

１
１
６
万
円

　

び
ほ
く
農
業
協
同
組
合
の
ピ
オ
ー

ネ
の
知
名
度
向
上
の
た
め
に
、
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
な
ど
を
作
成
し
、
ブ
ラ
ン
ド

力
を
強
化
す
る
と
と
も
に
消
費
者
へ
の

Ｐ
Ｒ
を
実
施

認
定
農
業
者
等
育
成
支
援
事
業　
　
　
　
　
　
　

 

　
　

　
　
　
　

【
新
規
】　

１
０
０
０
万
円

　
地
域
の
担
い
手
の
経
営
発
展
に
必
要

な
農
機
具
な
ど
の
導
入
補
助

若
者
定
住
促
進
住
宅
助
成
事
業　
　
　
　
　

 

　
　

　
　

【
新
規
】　

５
５
１
１
万
円

　
子
育
て
世
帯
の
住
宅
新
築
、
住
宅
購

入（
中
古
・
建
売
）、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

な
ど
に
対
す
る
補
助（
Ｐ
５
参
照
）

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業

　

 　
　
　
　
　

 　
　

 

５
０
５
７
万
円

　
有
害
鳥
獣
駆
除
奨
励
、
野
猪
等
防
護

柵
・
捕
獲
柵
設
置
補
助
、
狩
猟
免
許
取

得
補
助
な
ど

人
材
確
保
移
住
支
援
助
成
事
業　
　
　
　
　

 

　
　
　

　
　
　
　
　

【
新
規
】　

２
１
０
万
円

　

市
内
で
勤
務
す
る
保
育
士
、
看
護

師
、
介
護
福
祉
士
な
ど
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

に
よ
る
転
居
費
用
な
ど
に
対
す
る
補
助

空
き
家
バ
ン
ク
活
用
促
進
事
業

　

  　
　
　
　
　

 　
　
　

８
７
０
万
円

　
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
登
録
物
件
を
対

象
に
、
家
財
処
分
、
賃
貸
物
件
の
改

修
・
家
賃
な
ど
の
費
用
に
対
す
る
補
助

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
策
定
事
業

　
　
　
　

【
新
規
】　
１
０
０
０
万
円

　
公
共
施
設
に
お
け
る
温
暖
化
対
策（
Ｃ

Ｏ
２
削
減
）の
取
り
組
み
計
画
の
策
定

岡
山
自
動
車
道
付
加
車
線
設
置
推
進
事
業　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

【
新
規
】　

１
億
５
６
５
６
万
円

　
岡
山
自
動
車
道
付
加
車
線
工
事
に
伴

う
発
生
土
の
盛
土
場
の
工
事

道
路
新
設
改
良
事
業

　

  　
　
　
　
　

３
億
７
９
０
０
万
円

　
道
路
改
良
工
事
、
舗
装
補
助
な
ど

イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策（
長
寿
命
化
）事
業　
　
　
　
　

１
億
３
０
３
４
万
円

　

橋
梁
、
の
り
面
、
舗
装
の
老
朽
化
対

策
調
査
、
設
計
、
工
事

  

心
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

  　
支
え
あ
い
助
け
あ
う
安
心
の
ま
ち

主
要
事
業

　
平
成
30
年
度
予
算
編
成
の
基
本
方
針

に
基
づ
い
た
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

企
業
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
事
業

　

 　
　
　
　
　

 　
　

 　
　

   

10
万
円

　

地
元
企
業
へ
の
理
解
度
・
愛
着
度
を

高
め
、
市
内
就
職
希
望
者
の
増
大
を
図

る
た
め
の
ツ
ア
ー
の
実
施

ア
ニ
メ
ス
タ
ジ
オ
運
営
事
業

　

 　
　
　
　
　

 　
　

 

４
９
２
０
万
円

　
吉
備
国
際
大
学
な
ど
と
の
連
携
に
よ

る
ア
ニ
メ
ス
タ
ジ
オ
の
運
営
支
援

  

美
し
い
自
然
環
境
と
快
適
な

   

生
活
基
盤
が
調
和
し
た
共
生
の
ま
ち

母
子
保
健
事
業　
　

　
　
　
　
　

【
一
部
新
規
】　

13
万
円

　
妊
娠
中
か
ら
の
健
康
記
録
、
子
ど
も

の
予
防
接
種
管
理
や
市
の
子
育
て
支
援

情
報
を
発
信
す
る
こ
と
の
で
き
る
「
電

子
母
子
健
康
手
帳
」
の
導
入

3 H30 (2018) ４月



妊
婦
歯
科
検
診
事
業　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

【
新
規
】　

50
万
円

　
妊
娠
期
に
お
け
る
歯
科
検
診
の
実
施

こ
ど
も
園
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　

２
億
７
６
２
３
万
円

　

成
羽
認
定
こ
ど
も
園
建
設
の
た
め
の

建
築
工
事
、
備
品
購
入
、
監
理
な
ど

保
育
士
養
成
奨
学
金
貸
付
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
６
４
万
円

　
保
育
士
の
資
格
取
得
の
た
め
の
奨
学

金
の
貸
し
付
け

養
護
老
人
ホ
ー
ム
統
合
改
築
事
業

　
　
　
　
　
　
　

８
億
８
６
４
３
万
円

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
の
た
め
の
建

築
工
事
、
監
理
な
ど

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業　
　
　
　
　

　
　
　
　

【
拡
充
】　

１
１
５
２
万
円

　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く

生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
、
ま
た
今
年
度

か
ら
「
家
計
相
談
支
援
事
業
」
を
新
た

に
実
施

  

地
域
文
化
と
心
豊
か
な

　
　
　
　
　 

　  

人
を
育
む
ま
ち

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
整
備
事
業

　
　
　
　

【
新
規
】　

７
１
０
０
万
円

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）な
ど
を
有

効
に
活
用
す
る
た
め
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
端

末
の
普
及
・
整
備
に
合
わ
せ
市
内
の
小

中
学
校
に
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
整
備

外
国
語
教
育
推
進
事
業

　
　
　
　

【
拡
充
】　

３
４
８
１
万
円

　
充
実
し
た
外
国
語
教
育
の
推
進

方
谷
記
念
館
整
備
事
業

　
　
　
　

【
新
規
】　

２
３
６
６
万
円

　
山
田
方
谷
の
事
績
を
顕
彰
し
全
国
へ

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
旧
高
梁
中
央
図
書
館

を
「
山
田
方
谷
記
念
館（
仮
称
）」
と
し

て
整
備

ス
ポ
ー
ツ
振
興
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

【
新
規
】　

１
６
０
万
円

　
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
の
完
成
に
よ

り
、
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
総
合
的

に
活
用
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
施

有
漢
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
整
備
事
業

　
　

【
新
規
】　

１
億
２
３
９
１
万
円

　

有
漢
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
整
備

（
既
存
の
南
側
に
１
コ
ー
ス
増
設
）

  

市
民
と
行
政
の
協
働
と

　
　     

連
携
で
自
立
す
る
ま
ち

国
際
教
育
交
流
事
業

　
　
　
　

【
新
規
】　
　

１
５
５
万
円

　
フ
ラ
ン
ス
・
ア
ン
ペ
ー
ル
高
校
と
市

内
高
校
と
の
教
育
交
流
の
締
結
、
相
互

派
遣
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

　
　
　
　
　

【
新
規
】　

２
１
６
万
円

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
事
務
の
外
部

委
託
な
ど
に
よ
り
、官
民
協
働
で
返
礼
品

の
掘
り
起
し
や
寄
付
額
の
増
加
を
図
る

成
羽
複
合
施
設
整
備
事
業　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

６
億
９
９
３
０
万
円

　
成
羽
地
域
の
公
共
施
設
の
機
能
を
集

約
、
ま
た
文
化
ホ
ー
ル
を
有
す
る
施
設

の
設
計
、
監
理
、
工
事
な
ど

旧高梁中央図書館

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業　
　
　
　

　
　
　
　

【
新
規
】　

１
３
１
９
万
円

　

成
羽
学
童
保
育
の
整
備（
成
羽
小
学

校
舎
内
へ
移
転
）

幼
稚
園
施
設
整
備
事
業　
　
　
　

　
　
　
　

【
新
規
】　

１
１
３
０
万
円

　
市
内
幼
稚
園
に
エ
ア
コ
ン
を
整
備

産
婦
健
康
診
査
事
業　
　
　
　

　
　
　
　
　

【
新
規
】　

２
０
０
万
円

　
出
産
間
も
な
い
時
期
の
産
婦
に
対
す

る
健
康
診
査
の
実
施

平成 30年度　予算のあらまし

主
要
事
業

保
育
士
確
保
対
策
事
業　
　
　
　
　

　
　
　
　

【
新
規
】　

１
３
３
５
万
円

　
公
立
幼
稚
園
、
保
育
園
お
よ
び
こ
ど

も
園
に
勤
務
す
る
臨
時
保
育
士
の
処
遇

改
善
、
臨
時
保
育
士
の
免
許
更
新
な
ど

に
係
る
費
用
の
助
成

4H30 (2018) ４月



お知らせ

小
規
模
建
設
工
事
助
成

　
地
区
が
市
道
・
河
川
・
赤
線（
里
道
）・

青
線（
水
路
）に
施
工
す
る
小
規
模
な
建
設

生
活
道
整
備
事
業
助
成

　
私
道
の
整
備
に
対
し
て
助
成
金
を
支
給

し
ま
す
。

補
助
の
条
件

①
道
路
の
一
端
が
公
道
に
接
し
て
い
る

②
道
路
の
幅
員
が
２
ｍ
以
上

③
道
路
が
築
造
後
５
年
以
上
経
過
し
て
い

る④
工
事
完
成
後
５
年
以
内
に
掘
削
す
る
計

画
が
な
い

⑤
道
路
の
土
地
所
有
者
と
受
益
関
係
者
が

市
税
を
完
納
し
て
い
る

※
交
付
要
綱
に
規
定
す
る
要
件
を
全
て
満

た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

補
助
対
象
と
な
る
事
業

①�

舗
装
・
側
溝
・
土ど

留ど

め
擁
壁
整
備

②
災
害
復
旧
工
事

補
助
対
象
経
費　
申
請
額
か
国
が
定
め
る

土
木
工
事
標
準
積
算
基
準
書
に
基
づ
き
算

出
し
た
額
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額

補
助
率
・
限
度
額

①
の
事
業
…
10
分
の
５
以
内（
限
度
額

50
万
円
）

②
の
事
業
…
10
分
の
９
以
内（
限
度
額

３
０
０
万
円
）

※
い
ず
れ
の
助
成
も
、
着
工
前
に
申
請
書

お
よ
び
添
付
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
各
種
助
成
事
業
に
関
す
る
申
請
書
は

建
設
課
、
西
部
土
木
事
務
所
、
各
地
域
局

に
備
え
て
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問（
申
請
先
）建
設
課
☎（
21
）０
２
３
２

／
農
林
課
☎（
21
）０
２
２
２
／
西
部
土
木

事
務
所
☎（
45
）４
５
１
０

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

高
梁
市
若
者
定
住
促
進

住
宅
助
成
金

問
住
も
う
よ
高
梁
推
進
課
☎（
21
）０
２
８
２

事業区分 対象者 対象事業 助成金の額 QR コード

住宅を
新築する場合

40 歳以下の人、また
は同居し扶養する子
が 15 歳以下である人

○用地取得
購入代金が 200 万円以
上の住宅用地の購入

購入代金の 10 分の１
交付限度額：１００万円

○住宅新築
台所、風呂および便所を
有する延床面積 70㎡以
上の住宅の新築（共同住
宅を除く）

市内業者施工
○三世代同居・近居世帯 60 万円
○ 15 歳以下養育世帯 50 万円
○その他世帯 30 万円
※市外業者施工の場合は半額

住宅を
購入する場合

40 歳以下の人、また
は同居し扶養する子
が 15 歳以下である人

○購入代金が 200 万円
以上の中古住宅、または
建売住宅の購入

購入代金の 10 分の１
交付限度額：
○ 15 歳以下養育世帯 100 万円
○その他世帯 50 万円

住宅を
リフォーム
する場合

婚姻後１年を経過し
ていない人、または
６カ月以内に婚姻予
定の人（夫婦いずれか
の年齢が 40 歳以下で
あること）、もしくは
同居し扶養する子が
15 歳以下である人

○自らが居住し、自己ま
たは同居の親族などが所
有する一戸建て住宅の修
繕、改修、増築などの工
事
○市内の建築業者などが
施工する場合で、補助対
象工事費が 100 万円以
上であること

対象工事費の 10 分の１
交付限度額：50 万円
※過去に住宅リフォーム事業
費補助金・空き家活用事業助
成金の交付を受けた住宅は、
50 万円から当該交付額を差し
引いた額が上限となります

婚姻後、民間
賃貸住宅に入
居する場合

婚姻後１年を経過し
ていない人（夫婦いず
れかの年齢が 40 歳以
下であること）

○家賃月額３万円以上の
民間賃貸住宅を賃貸し、
１年を経過していないこ
と

月額１万円を１年間交付

工
事
に
対
し
、
助
成
金
や
材
料
の
支
給
を

行
っ
て
い
ま
す
。

助
成
対
象　
受
益
者
が
複
数
あ
り
、
地
区

の
合
意
に
基
づ
く
も
の
で
、
用
地
、
隣
地

と
利
害
関
係
人
の
同
意
が
あ
る
こ
と

助
成
内
容　
小
型
重
機
・
運
搬
用
車
両
な

ど
機
械
借
上
料
に
対
す
る
助
成
金
の
交
付

お
よ
び
施
工
に
必
要
な
砕
石
な
ど
材
料
の

支
給
。（
限
度
額
50
万
円
）
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商
工
業
振
興
部
門

 

功
績
・
栄
光
を
た
た
え
ま
す 

荻お
ぎ
た田 

和か
ず
よ
し義

さ
ん（
南
町
）

問
秘
書
広
報
課
☎（
21
）０
２
１
０

大
河
賞

　
高
梁
商
工
会
議
所
会
頭
と
し
て
、
商

店
街
振
興
な
ど
地
域
商
工
業
の
振
興
に

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
特
に
高
梁
再

発
見
事
業
を
推
進
し
、
小こ

堀ぼ
り

遠え
ん

州し
ゅ
うの

世

界
を
は
じ
め
歴
史
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
実
践
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
内
初
の
都
市
型
ホ
テ
ル
で

あ
る
「
高
梁
国
際
ホ
テ
ル
」
の
再
建
に

精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
、
平
成
13
年
に

社
長
に
就
任
。
今
日
ま
で
安
定
し
た
経

営
に
努
力
さ
れ
、
中
心
市
街
地
の
拠
点

施
設
と
し
て
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
地
域
の
産
業
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
や
団
体
を
顕
彰
す
る
「
大
河
賞
」
の
受
賞
者
は
次
の
個
人
1
人
・
２
団
体
で
す
。

　
同
賞
は
、
故
大お
お
河か
わ
寅と
ら
蔵ぞ
う
・
元
高
梁
町
長
の
遺
族
か
ら
の
寄
付
を
も
と
に
基
金
を
設
け
、
昭
和
40
年
か
ら
表
彰
し
て
い
ま
す
。

商
工
業
振
興
部
門

川
上
電
工
協
業
組
合（
川
上
町
地
頭
）

地
域
農
業
振
興
部
門

び
ほ
く
農
協
桃
部
会（
中
原
町
）

　
平
成
22
年
に
び
ほ
く
農
協
桃
部
会
を

設
立
。
部
会
で
は
、「
計
算
で
き
る
桃

づ
く
り
」
を
目
標
に
、
各
品
種
の
大
き

さ
別
に
１
玉
あ
た
り
の
単
価
を
設
定
し

た
値
決
め
契
約
販
売
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
安
定
し
た
所
得
を
確
保
し
、
生
産

者
の
意
欲
向
上
を
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
で
の
桃
栽
培
の
認
知
度

を
高
め
る
た
め
、
平
成
27
年
度
か
ら
ひ

な
祭
り
に
あ
わ
せ
て
、
市
内
幼
稚
園
な

ど
へ
桃
の
花
を
配
布
し
、
好
評
を
博
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
の
統
合
な
ど
に
よ
り
生
産
性
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
自
動
車
部

品
・
付
属
品
加
工
に
も
進
出
。
長
年

培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
今
で
は

ブ
レ
ー
キ
プ
レ
ス
で
の
曲
げ
を
行
い
、

板
金
加
工
業
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
」
を
経
営

理
念
と
し
、
マ
ン
ガ
絵
ぶ
た
ま
つ
り
な

ど
の
地
域
行
事
に
積
極
的
に
協
力
す
る

こ
と
で
、
地
域
と
の
交
流
や
地
域
社
会

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

部会長

小
こばやし

林 三
み と じ

十二さん

専務理事

多
た が

賀 慎
しんたろう

太郎さん

第
５
回
全
国
私
学
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
記
念
大
会

（
３
月
27
日
～
30
日
・
大
阪
府
）

全
国
大
会
出
場

宮み
や
た田 

清せ
い
ま真

さ
ん（
中
井
町
津
々
）

岡
山
県
共
生
高
校
３
年

「
今
回
の
全
国
大
会
で
は
、
自
分
た
ち

の
実
力
を
発
揮
で
き
な
い
ま
ま
負
け
て

し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
試
合
で
負

け
た
原
因
を
チ
ー
ム
で
理
解
で
き
て
い

る
の
で
、
こ
の
悔
し
さ
を
糧
に
日
々
の

練
習
に
取
り
組
み
、
次
の
大
会
で
は
良

い
成
績
を
残
せ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い

で
す
」

第
36
回
全
国
高
等
学
校
男
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
抜
大
会

（
３
月
17
日
～
20
日
・
高
知
県
）
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功
績
・
栄
光
を
た
た
え
ま
す 

高
齢
者
叙
勲

端
宝
双
光
章

元
公
立
中
学
校
長

髙た
か
は
し橋 

長ち
ょ
う
ぞ
う

藏
さ
ん（
本
町
）

　

昭
和
28
年
に
中
学
校
教
諭
と
な
り
、

富
家
中
学
校
や
川
面
中
学
校
で
校
長
を

歴
任
。
昭
和
63
年
に
は
「
日
本
学
校
教

育
相
談
学
会
岡
山
県
支
部
」
の
設
立
に

中
心
と
な
っ
て
取
り
組
む
な
ど
、
岡
山

県
の
教
育
相
談
研
究
会
や
研
修
会
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
生
徒
の
心
身
の
健
全
育
成
を

図
る
と
と
も
に
、
教
育
相
談
を
基
盤
と

し
た
生
徒
指
導
や
学
級
経
営
に
取
り
組

む
多
く
の
人
材
を
育
成
す
る
な
ど
、
教

育
相
談
分
野
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
25
年
に
小
学
校
教
諭
と
な
り
、

高
山
小
学
校
や
成
羽
小
学
校
で
校
長
を

歴
任
。
成
羽
小
学
校
在
任
中
は
、「
岡

山
県
小
学
校
教
育
研
究
会
代
議
員
」、

「
岡
山
県
川
上
郡
小
中
学
校
長
会
長
」

な
ど
数
々
の
役
職
を
務
め
ら
れ
、
郡
内

外
の
教
育
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
体
育
の
分
野
に
お
い
て
は
、
小

学
校
体
育
連
盟
川
上
支
部
を
組
織
し
、

自
ら
講
師
と
な
り
実
技
研
修
会
や
授
業

研
修
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
人
材
育
成

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

元
公
立
小
学
校
長

荒あ
ら
き木 

清き
よ
ひ
こ彦

さ
ん（
頼
久
寺
町
）

端
宝
双
光
章

吉よ
し
お
か岡 

章あ
き
らさ

ん（
福
山
市
）

　

昭
和
51
年
か
ら
42
年
の
長
き
に
わ
た

り
有
漢
診
療
所
で
診
療
業
務
に
あ
た
ら

れ
、
保
健
医
療
の
充
実
発
展
に
ご
尽
力

さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
感
謝
状
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

市
長
よ
り
感
謝
状
贈
呈

池い
け
だ田 

元も
と
こ子

さ
ん（
中
間
町
）

　

昭
和
53
年
か
ら
40
年
の
長
き
に
わ
た

り
松
原
診
療
所
で
診
療
業
務
に
あ
た
ら

れ
、
保
健
医
療
の
充
実
発
展
に
ご
尽
力

さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
感
謝
状
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

松ま
つ
し
た下 

勇い
さ
むさ

ん（
落
合
町
福
地
）

　

昭
和
48
年
に
松
山
踊
り
音
頭
保
存
会

に
入
会
。
普
及
啓
発
や
後
進
の
育
成
を

通
じ
て
松
山
踊
り
音
頭
の
保
存
・
継
承

に
ご
尽
力
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
感
謝

状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

金か
ね
い
し石 

松ま
つ
お夫

さ
ん（
落
合
町
阿
部
）

　

昭
和
47
年
に
松
山
踊
り
仕し

組ぐ
み
踊
り
保

存
会
に
入
会
。
普
及
啓
発
や
後
進
の
育

成
を
通
じ
て
松
山
踊
り
・
仕
組
踊
り
の

保
存
・
継
承
に
ご
尽
力
さ
れ
た
こ
と
に

対
し
て
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
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まちのできごと

優勝は宇治分団
３月18日　なりわ運動公園〔成羽町〕

アニメスタジオが完成
３月29日　（株）備中高梁まちづくり研究所〔栄町〕

３月10日　シャルムスタジアム〔松原町〕

ホームグラウンドが完成

たくさんのお雛様がお出迎え

４月７日・８日　紺屋川・町家通り〔本町〕
町家通りを彩るお雛様

　「第 14 回高梁市消防操法訓練大会」〔市消防団
主催〕が開催され、小型ポンプ操法の部に 11チ
ームが出場しました。
　選手は日ごろの練習の成果を十分に発揮。機敏
な動きで資機材を操りました。審査の結果、宇治
分団が優勝しました。宇治分団は、5月20日（日）
に岡山県消防学校（岡山市）で開かれる「第 65回
岡山県消防操法訓練大会」に出場します。

優勝した宇治分団の皆さん

　「神原スポーツ公園多目的グラウンド改修整備
工事完成記念イベント」〔市・（一社）高梁スポーツ
クラブ主催〕が開催されました。
　式典後はプレシーズンマッチとして、吉備国際
大学シャルム岡山高梁がＩＮＡＣ神戸レオネッサ
と試合を行い、熱い戦いを繰り広げました。ま
た、来場者は新しいスタンドから選手に大きな声
援を送っていました。

子どもたちと一緒に入場する選手

　（株）備中高梁まちづくり研究所が整備を進めて
きた「高梁アニメスタジオ　まちけん」のオープ
ニングセレモニーが開催されました。
　栄町商店街の空き店舗に開設されたアニメスタ
ジオでは、アニメーションの企画から制作、編集
などが行われます。高梁で制作した子ども向けの
アニメなどのオリジナル作品が、国内外に発信さ
れる予定です。

オープンを記念してテープカット

　江戸時代の商人町の風情を残す本町地区で「第
12回備中たかはし町家通りの雛まつり」〔同実行
委員会主催〕が開かれ、古くから各家に伝わるひ
な人形や手作りのひな飾りが、市内外から訪れた
多くの人の目を楽しませました。
　また、合唱や大道芸などのステージイベントや
町並みバザールなどが開催され、多くの人で賑わ
っていました。
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大
池
は
、
人
の
首
や
戦
で
使
わ
れ
た
刀

を
洗
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
「
血

の
池
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
石
垣
で

囲
ま
れ
た
池
で
す
が
、
水
を
抜
い
た
こ
と

が
な
く
池
の
規
模
は
不
明
だ
っ
た
た
め
、

今
回
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
池
の
水
を
抜
き
内
部
の
調
査
を
実
施
し

た
結
果
、
池
の
規
模
は
23
ｍ
×
10
ｍ
の
長

方
形
の
石
垣
造
り
で
、
深
さ
が
４・
３
ｍ

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
池

か
ら
水
を
抜
く
た
め
の
「
木も

く
ひ樋
」
と
呼
ば

れ
る
木
の
溝
も
石
垣
の
下
か
ら
見
つ
か

り
、
さ
ら
に
木
樋
周
辺
は
石
垣
か
ら
水
が

漏
れ
な
い
よ
う
に
、
粘
土
が
貼
り
付
け
て

あ
る
状
況
も
確
認
で
き
ま
し
た
。
池
の
底

面
は
、
自
然
の
山
を
削
り
出
し
て
作
っ
て

お
り
、
場
所
に
よ
っ
て
は
硬
い
岩
盤
を

削
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
た
め
、
当
時

の
人
々
が
苦
労
し
て
池
を
作
っ
た
様
子
が

う
か
が
え
ま
す
。

　
ま
た
、
池
の
外
側
に
は
内
部
で
確
認
し

た
木
樋
の
続
き
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
木
樋
は
２
つ
の
部
材
を
つ
な
げ

て
い
る
連
結
部
に
あ
た
り
、
木
樋
同
士
を

ソ
ケ
ッ
ト
状
に
加
工
し
、
ず
れ
な
い
よ
う

に
鎹

か
す
が
いに
よ
っ
て
固
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

国
内
最
大
の
城
郭
貯
水
池

史
跡
備
中
松
山
城
跡
　
大
池

大池の全景

　
市
で
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
天
守
の
北
７
０
０
ｍ
に
位
置
す
る
「
大
池
」
の
保
存
整
備
を

進
め
て
お
り
、
発
掘
調
査
を
２
回
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
大
池
の
規
模
や
構
造
が
城

郭
の
貯
水
池
と
し
て
は
国
内
最
大
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　
２
回
の
調
査
に
よ
っ
て
、
規
模
や
構
造

が
少
し
ず
つ
分
か
っ
て
き
ま
し
た
が
、
何

を
目
的
に
大
池
が
造
ら
れ
た
の
か
は
今
だ

に
不
明
で
す
。
江
戸
時
代
の
絵
図
や
手
紙

か
ら
、
大
池
に
は
屋
根
が
架
け
て
あ
り
、

中
に
は
小
舟
が
浮
か
べ
て
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
池
の
石
垣
は
何

度
も
積
み
直
し
た
形
跡
が
確
認
で
き
、
江

戸
時
代
を
通
し
て
修
理
を
行
い
な
が
ら
、

問
社
会
教
育
課
☎（
21
）１
５
１
６

池
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま

す
。

　
天
守
か
ら
は
７
０
０
ｍ
も
離
れ
た
と
こ

ろ
に
あ
る
大
規
模
な
池
を
修
理
す
る
に
は

大
変
な
労
力
と
費
用
が
か
か
っ
た
こ
と
が

予
想
で
き
、
大
池
を
維
持
す
る
に
は
よ
ほ

ど
の
目
的
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
発
掘
調
査
で
は
こ
の
部
分
に
迫

る
こ
と
は
で
き
ず
、
文
献
調
査
な
ど
を
引

き
続
き
実
施
す
る
こ
と
で
、
目
的
な
ど
に

つ
い
て
少
し
ず
つ
解
明
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
保
存
整
備
を
進
め
て
い
く
中
で
、
今
後

は
大
池
の
付
属
施
設
や
池
へ
の
通
路
な
ど

の
確
認
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

調査区配置図及び大池遺構模式図

池の外側で確認した木樋 模式図

調
査
結
果
の
概
要

調
査
結
果
か
ら
考
察

史跡備中松山城跡　大池
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高
梁
市
医
療
計
画
策
定

皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

計
画
名　
高
梁
市
医
療
計
画（
案
）

募
集
期
間　
４
月
25
日（
水
）ま
で

提
出
方
法　

住
所
、
氏
名
ま
た
は
団
体

名
、
連
絡
先
な
ど
を
明
記
の
上
、
次
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
医
療
連
携
課
ま
た
は
各
地
域
局
へ
直
接

提
出　

②
郵
送 

〒
７
１
６
‐
８
５
０
１

（
住
所
不
要
）医
療
連
携
課
宛（
４
月
25
日

必
着
）　
③
フ
ァ
ク
ス 

F（
23
）０
６
５
５

④
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
電
子
申
請

提
出
さ
れ
た
意
見
の
取
り
扱
い　
個
別
の

回
答
は
行
わ
ず
、
類
似
す
る
意
見
を
取
り
ま

と
め
た
上
で
、
そ
れ
に
対
す
る
考
え
方
を
後

日
公
表
し
ま
す
。
た
だ
し
、
住
所
・
氏
名
が

明
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
や
趣
旨
が
不
明
瞭

な
も
の
な
ど
は
除
き
ま
す
。
住
所
・
氏
名
な

ど
個
人
情
報
は
公
表
し
ま
せ
ん
。

閲
覧
方
法　
医
療
連
携
課
ま
た
は
各
地
域

局
で
閲
覧
す
る
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
医
療
連
携
課

☎（
21
）０
３
０
４

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
今
年
度
か
ら
健
康
づ
く
り
課
に
「
す
こ

や
か
推
進
係
」
と
「
ま
ち
の
保
健
係
」
を

設
置
し
ま
す
。　
　
　

　
す
こ
や
か
推
進
係
で
は
施
策
の
企
画
立

案
お
よ
び
総
合
調
整
を
行
い
、
ま
ち
の
保

健
係
で
は
保
健
師
が
今
ま
で
以
上
に
地
域

に
出
向
き
、
妊
産
婦
か
ら
高
齢
者
と
関
わ

り
、
健
や
か
な
子
ど
も
の
成
長
や
健
康
寿

命
の
延
伸
の
た
め
の
健
康
づ
く
り
活
動
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
ど
も
未
来
課
、
医
療
連
携

課
、
介
護
保
険
課
に
も
保
健
師
を
配
置

し
、
各
部
署
で
多
く
の
関
係
機
関
と
連
携

を
持
ち
な
が
ら
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
を

お
手
伝
い
し
ま
す
。
ま
ち
で
見
か
け
た
ら

ぜ
ひ
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
に
寄
り
添
う
ま
ち
の
保
健
師

皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
　

　
　
　
　
お
手
伝
い
し
ま
す

　
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
中
で
安

心
し
て
暮
ら
し
、
い
つ
で
も
気
軽
に
相
談

で
き
る
よ
う
、
ま
ち
の
保
健
師
を
配
置
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
お
話
す
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

保
健
師
の
主
な
活
動

○
妊
婦
の
相
談

○
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

○
子
育
て
の
一
般
相
談

○
子
ど
も
の
発
達
相
談

○
乳
幼
児
健
診

○
心
の
健
康
・
お
酒
な
ど
に
つ
い
て
の
相

談○
地
域
の
集
い
で
の
出
前
講
座

○
特
定
健
診
・
が
ん
検
診

○
生
活
習
慣
病
の
予
防
、
改
善
に
つ
い
て

の
相
談

○
介
護
予
防
教
室
の
開
催

○
介
護
相
談

問
健
康
づ
く
り
課
す
こ
や
か
推
進
係

☎（
21
）０
２
６
７
／
ま
ち
の
保
健
係

☎（
21
）０
２
２
８

道
路
維
持
管
理
作
業
報
奨
金

　

地
域
の
道
路（
市
道
、
市
道
に
準
じ
る

農
道
・
林
道
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
市
長
が

指
定
し
た
も
の
）の
維
持
管
理
作
業
に
対

し
て
、
報
奨
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
高
梁
市
町
内
会
等
支
援
総

合
メ
ニ
ュ
ー
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
利
用

を
希
望
す
る
町
内
会
は
「
町
内
会
等
支
援

総
合
メ
ニ
ュ
ー
希
望
調
査
書
」
を
記
入
し

て
、
市
民
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

項目 新制度

対象作業

町内会などの団体が、次の作業を年度内
に 2回以上実施
①道路の路肩（両側）の草刈
②道路上のごみ、転石などの除去
③側溝清掃

支給額
①～③全てを実施…1500 円 /100m
①～③全てを 2町内会以上共同で実施
…2000 円 /100m

必要書類
実施報告書・作業状況写真（1回の作業終了
ごとに提出）・実施報告総括表（２回目のみ）

問
建
設
課

☎（
21
）０
２
３
２

　
市
民
課

☎（
21
）０
２
５
４

健康づくりを支援するまちの保健師

市ホームページ
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市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業

提
案
を
募
集
し
ま
す

募
集
事
業　
地
域
の
課
題
解
決
や
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
市
民
活
動
団
体

な
ど
が
自
主
的
・
主
体
的
に
実
施
す
る
次

の
募
集
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
事
業

指
定
テ
ー
マ　
①
市
内
で
働
き
続
け
る
雇

用
環
境
づ
く
り　
②
市
内
へ
の
移
住
・
定

住　
③
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育

て　
④
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り　

⑤
地
域
を
担
う
「
人
財
」
育
成　
⑥
循
環

型
社
会
の
構
築

自
由
テ
ー
マ　
指
定
テ
ー
マ
に
該
当
し
な

い
が
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
効
果
的

と
認
め
ら
れ
る
事
業

事
業
実
施
期
間　
交
付
決
定
の
日
～
平
成

31
年
３
月

補
助
率
・
補
助
金
額

指
定
テ
ー
マ　
対
象
経
費
の
10
分
の
10
以

内
で
上
限
１
０
０
万
円

自
由
テ
ー
マ　
対
象
経
費
の
10
分
の
９
以

内
で
上
限
30
万
円

※
一
度
採
択
さ
れ
た
事
業
は
次
年
度
以
降

補
助
率
が
変
わ
り
ま
す
。

対
象
団
体　
市
内
、
ま
た
は
県
内
に
活
動

拠
点
が
あ
り（
市
外
団
体
が
申
請
す
る
場

合
は
市
内
団
体
と
の
共
同
申
請
）、
規
約

を
持
ち
、
構
成
員
が
５
人
以
上
で
営
利
を

主
目
的
と
せ
ず
、
事
業
を
完
遂
す
る
見
込

み
が
あ
る
団
体

申
込
期
間　
５
月
１
日（
火
）ま
で
に
必
要

高梁市オリジナル婚姻届
　市では、２種類のオリジナル婚姻届を含む３種類の様
式から選んでいただけるようになりました。オリジナル
婚姻届は複写式で、２枚目を控えとしてお返しし、さら
に市内に住む人へは結婚祝品として婚姻届を保管できる
オリジナルカバーを贈呈します。
　また、市役所１階市民ホールには、記念撮影バックパ
ネルを設置していますので、届け出時に持参したカメラ
やスマートフォンで写真を撮ることができます。市職員
が撮影しますのでお気軽にお申し出ください。
問市民課☎（21）０２５２

文
化
振
興
基
金
助
成
事
業
募
集

対
象　
市
内
の
団
体
な
ど

対
象
事
業　
①
歴
史
的
文
化
の
調
査
・
保

護　
②
文
化
の
普
及
・
顕
彰　
③
文
化
の

交
流
・
研
修　
④
優
秀
芸
術
の
誘
致
・
収

集　
⑤
文
化
施
設
の
整
備　
⑥
歴
史
的
重

要
施
設
の
整
備　
⑦
地
域
の
活
性
化
促
進

を
図
る
た
め
の
施
設
整
備　
な
ど

※
対
象
と
な
ら
な
い
も
の　
①
営
利
を
目

的
と
す
る
事
業　

②
特
定
の
政
治
・
宗

教
・
営
利
団
体
な
ど
の
活
動
お
よ
び
宣
伝

を
目
的
と
す
る
事
業　
な
ど

助
成
額　
事
業
経
費
の
２
分
の
１

申
し
込
み　
５
月
31
日（
木
）ま
で

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
☎（
21
）１
５
１
６

市ホームページ

書
類
を
住
も
う
よ
高

梁
推
進
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
詳
し

い
内
容
、
必
要
書
類

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
住
も
う
よ
高
梁
推
進
課
☎（
21
）０
２
８
２

協
会
け
ん
ぽ
保
険
料
率
改
正

　
中
小
企
業
な
ど
で
働
く
従
業
員
と
そ
の

家
族
が
加
入
す
る
健
康
保
険
「
協
会
け
ん

ぽ
」
で
は
、
平
成
30
年
３
月
分（
４
月
納
付

分
）か
ら
、
介
護
保
険
料
率
が
１
・
65
％
か

ら
１
・
57
％
へ
引
き
下
げ
と
な
り
ま
す
。

（
健
康
保
険
料
率
は
10
・
15
％
で
据
え
置
き
）

問
協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部

☎
０
８
６（
８
０
３
）５
７
８
０

市
営
住
宅
の
定
期
募
集

　
平
成
30
年
度
の
市
営
住
宅
な
ど
の
入
居

者
定
期
募
集
月
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
5
月
／
9
月
／
平
成
31
年
1
月

　
定
期
募
集
の
ほ
か
に
、
先
着
順
で
受
け

付
け
し
て
い
る
空
き
住
宅
が
あ
り
ま
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
課
☎（
21
）０
２
３
７

平
成
30
年
工
業
統
計
調
査

　
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
市
内
の
対
象

事
業
者
へ
工
業
統
計
調
査
員
が
伺
い
ま

す
。
工
業
統
計
調
査
は
国
内
工
業
の
実
態

を
把
握
す
る
た
め
の
も
の
で
、
調
査
結
果

は
中
小
企
業
施
策
や
地
域
振
興
な
ど
の
基

礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
総
務
課
☎（
21
）０
２
０
９
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防
災
ラ
ジ
オ

貸
与
申
請
を
受
付
中

　

防
災
ラ
ジ
オ
の
無
償
貸
与
に
つ
い
て
、

高
梁
地
域
で
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
に
導
入
し
た
成
羽
・
備

中
地
域
に
つ
い
て
も
申
請
を
受
け
付
け
し

ま
す
。

配
信
情
報　

緊
急
放
送　

避
難
情
報
、
緊
急
地
震
放

送
、
特
別
警
報
な
ど（
自
動
的
に
最
大
音

量
に
な
り
ま
す
）

一
般
放
送　
火
災
情
報
、
災
害
時
の
交
通

規
制
情
報
な
ど（
ラ
ジ
オ
設
定
し
て
あ
る

音
量
で
流
れ
ま
す
）

貸
与
条
件　
市
に
住
民
票
が
あ
る
世
帯
主

に
、
１
台
を
無
償
で
貸
与
し
ま
す
。（
市

が
定
め
る
運
用
ル
ー
ル
を
承
諾
し
て
い
た

だ
き
ま
す
）

申
請
方
法　
５
月
21
日（
月
）ま
で
に
、
防

災
ラ
ジ
オ
貸
与
申
請
書
を
総
務
課
、
成

羽
・
備
中
地
域
局
、
各
地
域
市
民
セ
ン

タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は

提
出
先
に
備
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他　
消
防
団
協
力
事
業
所
・
福
祉
施

設（
入
所
ま
た
は
通
所
）・
保
育
施
設
は
無

償
貸
与
の
対
象
で
す
。
ま
た
、
聴
覚
障
害

者
を
含
む
世
帯
に
は
、
文
字
表
示
機
能
付

き
の
も
の
を
貸
与
で
き
ま
す
。

今
後
の
導
入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

平
成
31
年
度
中
…
有
漢
地
域
・
川
上
地
域

※
現
在
使
用
し
て
い
る
防
災
行
政
無
線

は
、
防
災
ラ
ジ
オ
が
導
入
さ
れ
た
地
域
か

ら
順
次
廃
止
し
ま
す
。

問
総
務
課
☎（
21
）０
２
０
９

緑
の
募
金
へ
ご
協
力
を

　
県
は
、
４
月
と
５
月
を
「
春
の
み
ど
り

の
月
間
」
と
定
め
、
緑
の
募
金
運
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
募
金
は
、
潤
い
の

あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、

公
園
・
道
路
・
集
会
所
な
ど
の
公
共
施

設
・
公
共
用
地
の
緑
化
に
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
緑
化
推
進
に
協
力
す
る
町
内
会
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
な
ど
は
募
金
を
取
り
ま

と
め
、
農
林
課
、
各
地
域
局
、
各
地
域
市

民
セ
ン
タ
ー
へ
5
月
31
日（
木
）ま
で
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
苗
木
の
配
布
を
希
望

図
書
館
駅
東
第
１
駐
車
場

１
日
最
大
８
０
０
円
に

　
高
梁
市
図
書
館
駅
東
第
１
駐
車
場
の
駐

車
場
使
用
料
を
１
日
最
大
８
０
０
円
と
し

ま
し
た
。（
図
書
館
利
用
で
２
時
間
ま
で

無
料
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
）

　
高
梁
市
図
書
館
や
備
中
高
梁
駅
周
辺
の

施
設
を
利
用
す
る
際
は
駅
東
第
一
駐
車
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
他
の
図
書
館
駐
車
場
の
使
用
料
に
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　　　　　　　　ゴールデンウィークも安全運転
①ゆとりのある計画を立てましょう	   行楽シーズンは、道路が混雑します。事前に交通状況などを調べましょう。
②車と自分の健康チェック　　　　	   出発前は車の点検と同時に健康状態に注意し、睡眠を十分にとりましょう。
③シートベルト・チャイルドシート	   後部座席でもシートベルトを着用しましょう。
　は必ず着用！　　　　　　　　　　	   子どもを車に乗せるときはチャイルドシートを使いましょう。
④合図の徹底、信号の厳守！　　　	   進路変更３秒前、右左折時 30メートル手前でウィンカーを出しましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　	   信号は、赤も黄色も「止まれ」です。信号を厳守しましょう。
⑤運転はゆとりをもって　　　　　	   思いやり、ゆずり合いの気持ちを持って運転しましょう。
⑥同乗者も安全を心がけましょう　	   運転者に無謀な運転をあおったり、
　　　　　　　　　　　　　　　　　	   子どもの行動が運転を妨げないよう気をつけましょう。
⑦帰宅するまで気を緩めずに　　　	   夕暮れ時や夜間は特に運転に集中しましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　	   少しでも眠気や疲れを感じたら、必ず休憩しましょう。

問市民課☎（21）０２５４

問
社
会
教
育
課
☎（
21
）１
５
１
４

す
る
場
合
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
農
林
課

☎（
21
）０
２
２
５

防災ラジオ

貸出受付中！
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お知らせ

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

高
梁
警
察
署
だ
よ
り

　
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」「
架
空
請
求
詐
欺
」

な
ど
特
殊
詐
欺
の
被
害
は
、
平
成
29
年
中

に
県
内
で
１
９
１
件
発
生
し
て
お
り
、
被

害
額
は
５
億
円
を
超
え
ま
し
た
。
今
年
に

入
っ
て
か
ら
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
口
の
詐

欺
が
県
内
外
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
最
近
増
加
し
て
い
る
の
は
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
利
用
し
た
手
口
で

す
。
こ
れ
ら
は
電
子

マ
ネ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ

端
末
で
の
料
金
決
済

を
利
用
し
て
多
額
の

お
金
を
送
金
さ
せ
る

も
の
で
す
。

▽
メ
ー
ル
や
ハ
ガ
キ
で
「
料
金
が
未
納
」

「
法
的
手
続
き
を
と
る
」「
裁
判
を
起
こ
す
」

な
ど
と
言
わ
れ
て
お
金
を
請
求
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
か
？

▽
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
多
額
の

支
払
い
を
電
話
で
指
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

か
？

　
「
お
か
し
い
な
」「
詐
欺
か
も
」
と
感
じ

た
ら
、
す
ぐ
に
相
手
と
の
連
絡
を
中
止
し

て
、
警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
高
梁
警
察
署
生
活
安
全
課

☎（
22
）０
１
１
０

特
殊
詐
欺
に
注
意
！

求
職
者
支
援
訓
練（
５
～
６
月
）

募
集
科　

基
礎
コ
ー
ス
・
実
践
コ
ー
ス

（
介
護
福
祉
・
医
療
事
務
な
ど
）

※
開
講
日
、
訓
練
期
間（
２
～
６
カ
月
）な

ど
は
各
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

受
講
料　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自

己
負
担
）

※
収
入
・
資
産
な
ど
の
一
定
の
要
件
を
満

た
す
受
講
者
に
「
職
業
訓
練
受
講
給
付
金

（
月
10
万
円
＋
交
通
費
）」
が
支
給
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
高
梁
☎（
22
）２
２
９
１

激
励
金
を
交
付

　
県
予
選
、
中
国
大
会
な
ど
の
地
区
予
選

お
よ
び
国
内
大
会
予
選
を
経
て
、
ま
た
は

選
考
会
を
経
て
全
国
大
会
な
ど
に
出
場

し
、
以
下
の
要
件
に
該
当
す
る
個
人
ま
た

は
団
体
へ
激
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

①
市
内
在
住
者　
②
市
内
の
学
校
、
企
業

な
ど
の
単
独
チ
ー
ム
と
し
て
大
会
に
出
場

す
る
団
体　
③
市
内
在
住
で
、
市
内
外
の

学
校
、
団
体
な
ど
に
所
属
し
て
い
る
人　

④
市
内
在
住
で
、
国
民
体
育
大
会
の
要
項

に
記
載
さ
れ
る
監
督
お
よ
び
コ
ー
チ　
⑤

そ
の
他
、
市
長
が
特
別
に
対
象
と
み
な
す

人※
激
励
金
は
事
前
申
請
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎（
21
）０
４
２
５

デ
ー
タ
放
送
を

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
！

　
吉
備
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
表
示
し
て
ⓓ

ボ
タ
ン
を
押
す
と
見
る
こ
と
が
で
き
る

デ
ー
タ
放
送
を
、
５
月
７
日（
月
）か
ら
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
以
上
に
見
や
す
く
使
い
や
す

い
画
面
構
成
と
し
、
情
報
の
項
目
を
細
か

く
分
け
る
こ
と
に
よ
り
、
市
か
ら
の
お
知

ら
せ
を
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
別
々
だ
っ
た
「
く
ら
し

の
カ
レ
ン
ダ
ー
」と「
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
一
緒
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
１
つ
の
画

面
で
情
報
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
ゴ
ミ
の
分
別
に
困
っ
た
時
、

正
し
い
分
別
方
法
を
テ
レ
ビ
画
面
で
確
認

で
き
ま
す
。

　

今
後
も
多
く
の
皆
さ

ん
に
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
お
伝
え
し
ま

す
の
で
、「
広
報
た
か

は
し
」、「
行
政
放
送
」、

「
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」、

「
高
梁
い
ん
ふ
ぉ
」な
ど
と
併
せ
て
、
デ
ー

タ
放
送
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
秘
書
広
報
課
☎（
21
）０
２
１
０

身
体
障
害
者
巡
回
更
生
相
談

　

身
体
障
害
者
や
難
病
患
者
の
義
肢
、
装

具
、
車
椅
子
な
ど
の
購
入
・
修
理
の
相
談
の

ほ
か
、
補
装
具
費
購
入
の
交
付
判
定
を
実
施

し
ま
す（
肢
体
の
み
）。
希
望
者
は
事
前
に
福

祉
課
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
5
月
30
日（
水
）午
前
10
時
30
分
～

正
午（
受
け
付
け
は
午
前
11
時
30
分
ま
で
）

場
所　
高
梁
保
健
セ
ン
タ
ー

料
金
　
無
料

問
福
祉
課
☎（
21
）０
２
８
４

老
人
福
祉
大
学
受
講
生
募
集

日
程　
６
月
29
日（
金
）、
７
月
18
日（
水
）、

９
月
６
日（
木
）、
10
月
５
日（
金
）、
11
月

７
日（
水
）　
全
５
回

場
所　
高
梁
市
文
化
交
流
館
中
ホ
ー
ル

対
象　
60
歳
以
上
の
人（
定
員
２
５
０
人

受
講
料　
３
５
０
０
円

内
容　

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
、
雑

学
、
音
楽
、
大
道
芸
な
ど

申
し
込
み　
５
月
16
日（
水
）ま
で

問
岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会（
一
般
）

☎
０
８
６（
２
２
６
）２
８
７
７
／
高
梁
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会（
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
）

☎（
22
）７
２
４
３
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高
齢
者
保
健
福
祉
事
業
の
推
進

　
市
の
人
口
は
減
少
傾
向
で
す
が
、
65
歳

～
74
歳
、
85
歳
以
上
人
口
は
し
ば
ら
く
増

加
す
る
見
込
み
で
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の

み
の
世
帯
、
認
知
症
を
有
す
る
高
齢
者
の

増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
介
護
が
必
要
な

状
態
に
な
っ
て
も
、
で
き
る
だ
け
住
み
慣

れ
た
家
庭
や
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
医
療
、
介
護
、
予

防
、
住
ま
い
、
生
活
支
援
を
一
体
的
に
提

供
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

が
重
要
な
課
題
で
す
。

地
域
で
支
え
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
強
化
を
目
指
し
て

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画

　
市
は
、
高
齢
者
の
保
健
福
祉
施
策
の
基
本
的
な
考
え
方
や
目
指
す
べ
き
取
り
組
み
を
総

合
的
・
体
系
的
に
整
理
し
、
制
度
改
正
へ
の
対
応
と
将
来
の
展
望
を
見
据
え
安
定
的
な
運

営
を
図
る
た
め
、「
高
齢
者
保
健
福
祉
・
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

計
画（
平
成
30
～
32
年
）の
主
な
内
容

心
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
　

支
え
合
い
助
け
合
う
安
心
の
ま
ち

　
計
画
で
は
、
制
度
改
正
や
課
題
を
踏
ま

え
「
心
の
つ
な
が
り
を
大
切
に　
支
え
合

い
助
け
合
う
安
心
の
ま
ち
」
を
基
本
理
念

と
し
、
①
介
護
予
防
・
生
活
支
援
・
健
康

地
域
支
援
事
業
の
推
進

　
地
域
支
援
事
業
で
は
、
平
成
29
年
度
か

ら
開
始
し
た
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
」
と
「
包
括
的
支
援
事
業
」、

「
任
意
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
」
で
は
、
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
と
通
所
型

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
高
齢
者
の
介
護
予
防
を
目
的
と
し
た

サ
ー
ビ
ス
や
、
生
活
習
慣
病
な
ど
を
防
ぐ

た
め
の
健
康
づ
く
り
の
支
援
を
引
き
続
き

実
施
し
ま
す
。

　
「
包
括
的
支
援
事
業
」
で
は
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
強
化
・
推
進
に
向

け
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強

化
、
認
知
症
施
策
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
医
療
と
介
護
の
連
携
を
図
る
た

⑤
介
護
保
険
制
度
の
持
続　
の
５
つ
を
基

本
目
標
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
、
高
齢
者

を
地
域
全
体
で
支
え
る
体
制
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
支
援
事
業

介護予防・日常生活支援総合事業
○介護予防・生活支援サービス事業
　・訪問型サービス・通所型サービス
　・生活支援サービス
　・介護予防支援事業（ケアマネジメント）
○一般介護予防事業
包括的支援事業
○地域包括支援センターの運営　○在宅医療・介護連携の推進
○認知症施策の推進　　　　　　○生活支援体制整備事業
任意事業
○介護給付費適正化事業　○家族介護支援事業　○その他

増
進　
②
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
強

化
・
推
進　
③
在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携

推
進　
④
高
齢
者
に
優
し
い
地
域
づ
く
り　 高齢者数および高齢化率の推計

高梁市高齢者保健福祉計画・
第７期介護保険事業計画

め
、
包
括
的
、
継
続
的
な
連
携
支
援
体
制

の
整
備
や
多
職
種
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体

制
を
強
化
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー

ビ
ス
で
高
齢
者
の
生
活
支
援
に
取
り
組
み

ま
す
。

問
介
護
保
険
課
☎（
21
）０
２
９
９

※
計
画
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し

て
い
ま
す
。

※
平
成
30
年
１
月
19
日
か
ら
２
月
８
日
ま

で
実
施
し
た
意
見
募
集（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
）で
の
ご
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
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市
の
試
算
で
は
、
第
７
期
計
画
期
間
に

お
け
る
認
定
者
数
は
第
６
期
計
画
期
間
に

比
べ
、
３
年
間
の
平
均
で
約
２
％（
50
人
）

程
度
、
１
カ
月
当
た
り
サ
ー
ビ
ス
延
利
用

者
数
は
約
８
％（
２
５
０
人
）程
度
増
加
す

る
も
の
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
平

成
31
年
10
月
か
ら
の
消
費
税
率
の
引
き
上

げ
や
、
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
な
ど
に
よ

る
影
響
を
勘
案
し
、
介
護（
予
防
）給
付
費

は
、
３
年
間
で
約
８・
４
％（
11
億
円
）程
度

増
加
す
る
見
込
み
で
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
も
制

度
の
安
定
的
な
運
営
を
図
る
た
め
、
介
護

保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
保
険
料
の
改

定
を
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
被
保
険
者
の
負
担
能
力
に
応
じ

て
き
め
細
か
く
対
応
で
き
る
よ
う
、
第
６

期
に
引
き
続
き
、
低
所
得
者（
第
１
段
階
）

の
負
担
軽
減
と
所
得
段
階
の
多
段
階
化（
12

段
階
）を
継
続
し
、
各
被
保
険
者
の
所
得
段

階
に
応
じ
た
保
険
料
を
設
定
し
ま
す
。

◉
特
別
徴
収

　
年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を
受
給
し
て

い
る
人
は
、
年
金
天
引
き（
年
金
特
別
徴

収
）と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
よ
う

な
場
合
に
は
、
一
時
的
に
納
付
書
か
口
座

振
替（
普
通
徴
収
）で
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

①
年
度
途
中
で
65
歳
に
到
達
し
た

②
年
度
途
中
に
市
内
へ
転
入
し
た

③
年
度
途
中
で
保
険
料
変
更
が
あ
っ
た

④
年
金
を
担
保
に
借
り
入
れ
し
て
い
る

⑤
年
金
が
一
時
差
し
止
め
に
な
っ
た

◉
普
通
徴
収

　

年
金
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の
人
は
、

送
付
さ
れ
る
納
付
書
で
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。
納
付
に
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

納
期
前
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
付
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
徴
収
方
法
の
選
択
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
お
知
ら
せ

　
特
別
な
理
由
な
く
介
護
保
険
料
を
納
め

な
い
で
い
る
と
、
滞
納
し
て
い
た
期
間
に

応
じ
て
保
険
給
付
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
な
ど
特
別
な
事

情
に
よ
り
一
時
的
に
保
険
料
が
納
め
ら
れ

な
く
な
っ
た
と
き
は
、
徴
収
猶
予
や
減
免

が
受
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

税
務
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
☎（
21
）０
２
１
４

　

今
回
の
改
定
に
あ
た
っ
て
は
、
第
８

期
計
画
以
降
の
保
険
料
の
動
向
も
見
据

え
、
介
護
給
付
費
準
備
基
金
の
約
半
分
の

取
り
崩
し
と
保
険
料
段
階
の
多
段
階
化
に

よ
り
、
基
準
保
険
料
を
１
人
当
た
り
月
額

２
８
７
円（
年
額
３
４
４
４
円
）の
上
昇
抑

制
を
図
り
ま
し
た
。

　
相
互
扶
助
の
精
神
を
基
本
と
し
た
介
護

保
険
制
度
に
、
被
保
険
者
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
介
護
保
険
課
☎（
21
）０
２
９
９

所得
段階 対象者

保険料（年額・円）
第６期

（平成27
～ 29年度）

第７期
（平成30～

32年度）

第１段階
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税

・本人が老齢福祉年金受給権
者で、生活保護の被保護者
・本人の課税年金収入額と合
計所得金額の合計が 80 万円
以下の人

30,240 34,020

第２段階
本人の課税年金収入額と合計
所得金額の合計が 80 万円を
超え 120万円以下の人

43,680 49,140

第３段階 第１段階と第２段階に含まれ
ない人 50,400 56,700

第４段階
市
民
税
世
帯
課
税

本
人
非
課
税
者

課税年金収入額＋合計所得金
額が 80万円以下の人 57,120 64,260

第５段階 第４段階に含まれない人 67,200 75,600

第６段階

市
民
税
課
税
者

合計所得金額が 120 万円未
満の人 87,360 98,280

第７段階 合計所得金額が 120 万円以
上 200万円未満の人 90,720 102,060

第８段階 合計所得金額が 200 万円以
上 300万円未満の人 104,160 117,180

第９段階 合計所得金額が 300 万円以
上 400万円未満の人 110,880 124,740

第10段階 合計所得金額が 400 万円以
上 600万円未満の人 124,320 139,860

第11段階 合計所得金額が 600 万円以
上 800万円未満の人 137,760 154,980

第12段階 合計所得金額が800万円以上
の人 141,120 158,760

平
成
30
年
度
か
ら
の
介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

保
険
料
の
上
昇
抑
制

65
歳
以
上
の
人
の
保
険
料
の
納
め
方

所得金額とは、前年の１月１日から 12月 31 日までの１年間の収入か
ら必要経費を差し引いたものです。複数の所得がある場合には、全て合
計します。（合計所得金額）

介護保険給付の財源構成 第７期（第５段階）
基準保険料（月額）

287円

国＋県＋市

50％

65歳以上の保険料

23％

40～64歳の保険料

27％
6,587円 6,300円

上昇抑制額

本来の
保険料

上昇抑制に
よる保険料
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

子
育
て

健
康
・
福
祉

文
化

各
種
相
談

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

子
育
て

マ
マ
の
た
め
の

ピ
ラ
テ
ィ
ス
＆
ヨ
ガ
講
座

日
時  

６
月
６
日（
水
）、
６
月
18
日（
月
）、

７
月
４
日（
水
）、
９
月
５
日（
水
）、
10
月

３
日（
水
）、
10
月
17
日（
水
）、
11
月
７
日

（
水
）午
前
10
時
～
11
時

場
所　
高
梁
市
図
書
館
４
階
多
目
的
室

対
象　
市
内
在
住
で
就
学
前
の
子
ど
も
が

い
る
保
護
者

※
託
児
可（
１
歳
以
上
・
要
予
約
）

申
し
込
み　
５
月
18
日（
金
）ま
で
に
社
会

教
育
課
へ（
定
員
20
人
）

問
社
会
教
育
課
☎（
21
）１
５
１
４

「
の
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
」
会
員
募
集

　
高
梁
公
民
館
で
は
、
未
就
学
児
を
対
象

に
し
た
乳
幼
児
学
級「
の
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
」

の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
「
の
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
」
の
活
動
は
年
間

10
回
程
度
で
、
バ
ス
遠
足
や
ク
リ
ス
マ
ス

会
な
ど
内
容
は
会
員
の
話
し
合
い
で
決
め

て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
高
梁
公
民
館
☎（
21
）０
１
８
０

子
ど
も
会
に
入
り
ま
せ
ん
か
？

　
市
内
各
地
域
で
は
、
21
の
子
ど
も
会
が

季
節
の
行
事
や
奉
仕
活
動
な
ど
を
行
っ
て

た
き
火
や
枯
草
焼
き

　
市
内
で
発
生
す
る
火
災
原
因
で
最
も
多

い
の
が
「
た
き
火
・
枯
草
焼
き
」
で
す
。

「
急
に
風
が
吹
い
た
」「
ま
さ
か
燃
え
広
が

る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」「
い
つ
も
や
っ
て

い
る
か
ら
大
丈
夫
だ
と
思
っ
た
」
と
い
う

気
持
ち
が
火
災
に
つ
な
が
り
ま
す
。
屋
外

で
火
を
取
り
扱
う
場
合
は
、
十
分
な
注
意

を
お
願
い
し
ま
す
。

ろ
う
そ
く

　
建
物
火
災
の
原
因
で
多
い
の
は
仏
壇
の

ろ
う
そ
く
で
す
。
灯
明
は
毎
日
欠
か
せ
な

い
も
の
で
す
が
、
火
を
つ
け
た
ら
そ
の
場

を
離
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

天
ぷ
ら
油

　

天
ぷ
ら
油
に
火
が
つ
い
た
時
に
水
を
か

け
る
こ
と
は
非
常
に
危
険
で
す
。
万
一
に

備
え
、
消
火
器
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
３
月
の
火
災
・
救
急
件
数
】

火
災 　
　
２
件（
前
月
比　
△
３
件
）

救
急 
１
９
６
件（
前
月
比　
＋
16
件
）

問
消
防
本
部
予
防
課
☎（
21
）０
１
２
１

火
災
に
注
意

消
防
署
だ
よ
り

模
範
と
な
る
防
火
・
防
災
活
動

　
柴
田
賞
と
岡
山
県
少
年
婦
人
防
火
委
員
会

会
長
表
彰
を
次
の
団
体
が
受
賞
し
ま
し
た
。

柴
田
賞　

鶴
鳴
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

　
火
災
予
防
普
及
に
寄
与
し
た
優
良
な
幼

年
ク
ラ
ブ
な
ど
を
表
彰
す
る
「
柴
田
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。
同
ク
ラ
ブ
は
昭
和
60

年
か
ら
30
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
、
避

難
訓
練
や
消
火
訓
練
な
ど
、
園
児
が
防

火
・
防
災
の
習
慣
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

岡
山
県
少
年
婦
人
防
火
委
員
会
会
長
表
彰

下
大
竹
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

　
消
防
に
多
大
な
功
労
が
あ
り
他
の
模
範

と
認
め
ら
れ
る
団
体
を
表
彰
す
る
「
岡
山

県
少
年
婦
人
防
火
委
員
会
会
長
表
彰
」
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
主
婦
を
中
心
に
昭
和

61
年
に
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
を
結
成
。
地
域

の
協
力
体
制
の
確
立
と
防
火
思
想
の
普
及

を
図
ら
れ
る
な
ど
、
安
心
・
安
全
に
住
む

こ
と
の
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
的
に
積

極
的
な
活
動
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
・
福
祉

シ
ニ
ア
の
た
め
の
健
康
教
室

　
吉
備
国
際
大
学
臨
床
動
作
学
の
教
員
と

大
学
院
生
が
、
心
理
療
法
と
し
て
の
動
作

法
を
用
い
て
、
心
と
か
ら
だ
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

日
時　
5
月
25
日（
金
）午
前
10
時
～
正
午

場
所　
吉
備
国
際
大
学
13
号
館
2
階

対
象　
シ
ニ
ア
お
よ
び
動
作
法
に
興
味
の

あ
る
人

料
金　
１
回
１
０
０
０
円

定
員　
15
人

申
し
込
み　
５
月
15
日（
火
）ま
で

問
吉
備
国
際
大
学
心
理
相
談
室

☎（
22
）９
０
３
３

い
ま
す
。
子
ど
も
会
で
楽
し
く
活
動
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、
市
内
各
地
域
の
子
ど
も
の
集
ま

り
で
、
指
導
者（
責
任
者
）の
下
、
年
間
に

複
数
回
の
活
動
が
あ
る
団
体
は
、
市
子
ど

も
会
連
合
会
に
所
属
す
る
こ
と
で
活
動
に

係
る
保
険
料
と
活
動
費
の
一
部
に
つ
い
て

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
市
子
ど
も
会
連
合
会（
こ
ど
も

未
来
課
内
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
未
来
課
☎（
21
）０
２
８
８
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

子
育
て

健
康
・
福
祉

文
化

各
種
相
談

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

お知らせ

相談（５月）
種別 日程 時間 場所 問い合わせ

行政相談
７日（月） 午前９時～正午 コミュニティプラザ

岡山行政監視行政相談センター
☎０８６(２２４)１１００17日（木） 午前９時～正午 有漢保健センター

18日（金） 午前９時～正午 成羽地域局吹屋連絡所

なやみごと相談
１日（火） 午前９時～正午 市役所３階研修室 岡山地方法務局高梁支局

☎ (22)２３１８10日（木） 午前９時～正午 成羽文化センター
法律相談（要予約） ９日（水） 午後１時～４時 市役所４階会議室２・４

市民課☎ (21)０２５４
消費生活相談 15日（火） 午後１時～３時 市役所３階会議室

司法書士相談
11日（金） 午前10 時～正午 有漢保健センター

岡山県司法書士会倉敷支部高梁地区
☎（22）７９０６11日（金） 午前10 時～正午 備中総合センター

16日（水） 午後１時～４時 ポルカプラザ（ポルカ１階）

種別 曜日 場所 時間 問い合わせ

ふれあい相談
（福祉総合相談）

月～金
（祝日を除く）

社会福祉協議会
各支所

午前８時 30 分～
午後５時15 分

社会福祉協議会地域福祉課 ☎（22）７２４３
有漢支所 ☎（57）３２１８／成羽支所 ☎（42）２００５
川上支所 ☎（48）９７７０／備中支所 ☎（45）３１３１

種別 日 時間 場所 問い合わせ先
ゆう・ゆうタイム（ゆう・ゆう講座）　

「守ろう交通マナー」 （要予約） 11日（金） 午前10 時～11時 30 分
子育て支援センター

子育て支援センター
☎（22）２４５０
こども未来課
☎（21）０２８８

赤ちゃんタイム 18日（金） 午前10 時～正午
家庭相談 15日（火）・24日（木）午前10 時～午後４時
さてらいとひろば“ゆう・ゆう” 15日（火） 午前10 時～11時 30 分 落合公園
吉備プレーパーク
吉備国際大学心理学部子ども発達教育学科☎（22）９２７３ 20日（日） 午前10 時～午後４時 吉備国際大学

第２子ども広場
こども未来課
☎（21）０２８８

育児相談
10日（木） 午前10 時～

10 時 30 分（受付）
川上保健センター

健康づくり課
☎（21）０２２８

16日（水） 成羽文化センター
23日（水） 午前10 時～11時（受付） 高梁保健センター

離乳食教室（要予約） 22日（火） 午後１時 30 分～ 3 時 30 分 高梁保健センター
ちびっこ広場 16日（水） 午前10 時～11時 30 分 成羽文化センター
あそびの広場 10日（木） 午前10 時～正午 川上保健センター

教育相談 月～金
（祝日除く） 午前 9 時～午後５時 教育委員会相談室 学校教育課

☎（21）７８６７
病態栄養相談（要予約） 10日（木） 午前10 時～11時

備北保健所

備北保健所
☎（21）２８３５子どもの心とからだの総合相談（要予約） 10日（木） 午後１時～３時

思春期・ひきこもり相談（要予約） 15日（火） 午後２時～４時

備北保健所
☎（21）２８３６

精神保健福祉相談（要予約）　 ２日（水） 午後２時 30 分～４時 30 分
エイズ・性感染症検査（要予約）
Ｂ・Ｃ型肝炎検査（要予約）
骨
こつずい

髄ドナー検査（要予約）
22日（火） 午後１時～２時

子育て支援・健康相談（５月）

種別 対象 日 時間 場所 問い合わせ

乳児健康診査
平成 29 年８月・平成 30 年１月生まれ ９日（水）

午後１時～
１時３０分
（受付）

高梁保健センター

健康づくり課
☎（21）０２２８

平成 29 年12月～平成 30 年１月生まれ 
平成 29 年７月～８月生まれ 25日（金） 成羽福祉センター

１歳６カ月児健康診査 平成 28 年10 月～11月生まれ
31日（木） 高梁保健センター
25日（金） 成羽福祉センター

２歳６カ月児健康診査 平成 27 年10 月～11月生まれ 18日（金） 高梁保健センター

子どもの健診（５月）

※�成羽福祉センターは、旧成羽健康管理センター
です。
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

子
育
て

健
康
・
福
祉

文
化

各
種
相
談

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

高
梁
市
体
育
協
会
長
杯

軟
式
野
球
大
会

日
時　
４
月
29
日
・
５
月
６
日（
と
も
に

日
曜
日
）午
前
９
時
～

場
所　
神
原
ス
ポ
ー
ツ
公
園

対
象　
一
般
の
チ
ー
ム（
社
会
人
用
Ｍ
号

球
を
使
用
）

参
加
費　
無
料

申
し
込
み　
４
月
24
日（
火
）午
後
７
時
か

ら
行
う
抽
選
会（
市
民
体
育
館
）へ
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。

問
赤あ

か
木ぎ
寛ひ

ろ
幸ゆ

きさ
ん
☎
０
９
０
‐
４
１
４
９
‐
１
３
５
５

備
北
地
区
卓
球
大
会

日
時　
5
月
13
日（
日
）午
前
８
時
30
分
～

場
所　
高
梁
市
民
体
育
館

対
象　
市
内
、
新
見
市
、
真
庭
市
、
吉
備
中

央
町
に
在
住
・
勤
務
・
通
学
す
る
中
学
生
、

高
校
生
、
一
般（
大
学
生
含
む
）お
よ
び
同
地

域
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
な
ど
に
所
属
す
る
人

部
門　
団
体
の
部（
男
子
／
女
子
）、
個
人
の
部

（
男
子
／
女
子
／
シ
ニ
ア（
満
50
歳
以
上
の
男
女
））

参
加
費　

団
体
２
０
０
０
円
／
個
人

７
０
０
円（
中
学
生
以
下
５
０
０
円
）

申
し
込
み　
５
月
８
日（
火
）ま
で
に
市
体

育
協
会
☎（
21
）０
３
３
７
へ

問
三み
上か

み
貴た

か
し史

さ
ん
☎
０
９
０
‐
９
７
３
０
‐
３
２
１
９

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

定
期
予
防
接
種

対
象　
①
平
成
31
年
３
月
31
日
時
点
の
年

齢
が
65
歳
・
70
歳
・
75
歳
・
80
歳
・
85

歳
・
90
歳
・
95
歳
・
１
０
０
歳
で
、
市
に

住
民
票
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
肺
炎
球
菌

の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人　

②
60
～
64
歳
で
心
臓
・
腎
臓
な
ど
の
内
部

疾
患
で
障
害
等
級
１
級
か
同
程
度
と
医
師

の
診
断
書
で
確
認
で
き
る
人

※
①
の
対
象
者
に
は
個
別
に
通
知
し
て
い
ま
す
。

料
金　
３
０
０
０
円（
生
涯
１
回
の
み
） 

※
生
活
保
護
世
帯
該
当
者
は
事
前
申
請
で

無
料
に
な
り
ま
す
。

任
意
予
防
接
種

対
象　
①
市
に
住
民
票
が
あ
り
、
75
歳
以

上
で
こ
れ
ま
で
に
公
費
助
成
で
肺
炎
球
菌

の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人　

②
65
～
74
歳
で
、
人
工
透
析
・
呼
吸
機
能

障
害
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い

る
か
、
在
宅
酸
素
療
法
を
受
け
て
い
る
人

※
接
種
希
望
者
は
、
健
康
づ
く
り
課
ま
た

は
各
地
域
局
へ
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

料
金　
公
費
助
成
額
３
０
０
０
円
を
除
い

た
額（
生
涯
１
回
の
み
）

※
実
施
医
療
機
関
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
健
康
づ
く
り
課
☎（
21
）０
２
６
７

文
化

児
島
虎
次
郎

～
ふ
る
さ
と
に
愛
さ
れ
て
～

　
邸
宅
の
欄
間
と
し
て
制
作
さ
れ
た
総
計

約
15
ｍ
の
大
作
「
奈
良
公
園
」
な
ど
、
公
開

機
会
の
少
な
い
児
島
作
品
を
展
観
し
ま
す
。

期
間　
４
月
28
日（
土
）～
７
月
８
日（
日
）

場
所　
成
羽
美
術
館

開
館
時
間　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　

日
曜
日（
た
だ
し
４
月
30
日

（
月
）は
開
館
し
、
翌
日
休
館
）

入
館
料　
一
般
８
０
０
円
／
高
校
生
・
大

学
生
５
０
０
円
／
小
・
中
学
生
３
０
０
円

（
団
体
20
人
以
上
は
２
割
引
き
／
市
内
在
住

の
小
・
中
学
生
は
閲
覧
無
料
）

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時　
４
月
28
日（
土
）午
前
11
時
～

場
所　
成
羽
美
術
館 

講
師　
児こ

じ
ま島
慎し

ん
た
ろ
う

太
郎
さ
ん（
虎
次
郎
の
曾

孫
／
画
家
）

問
成
羽
美
術
館
☎（
42
）４
４
５
５

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

https://nariw
a-m
useum

.or.jp/  

「人形を持てる少女」
（個人蔵）

山
田
方
谷
の
生
涯
と

「
お
武
家
様
の
よ
ろ
い
か
ぶ
と
」

　

今
年
度
か
ら
山
田
方
谷
の
常
設
展
示
を

行
う
と
と
も
に
、
特
別
陳
列
に
よ
り
高
梁

市
の
歴
史
と
美
術
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
の
特
別
陳
列
は
、
小こ

ぼ
り堀

遠え
ん
し
ゅ
う

州
が

寄き
し
ん進
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
「
江え

ど戸
茶ち

ゃ
い
お
ど
し

糸
威

二に
ま
い
ど
う
ぐ
そ
く

枚
胴
具
足
」を
は
じ
め
、備
中
松
山
藩
ゆ

か
り
の
甲か

っ
冑ち

ゅ
うな
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
備
中
松
山
藩
に
関
す
る
新
資
料

「
板い

た
く
ら倉

勝か
つ
き
よ静

・
大お

お
い
し石

隼は
や
お雄

自じ
そ
じ
ょ
う

訴
状
」
を
こ

の
常
設
展
示
に
特
別
出
品
し
て
い
ま
す
。

会
期　
5
月
11
日（
金
）ま
で

入
館
料　
一
般
３
０
０
円
／
小
・
中
学
生

１
５
０
円

※
市
内
在
住
の
小
・
中
学
生
が
学
校
休
業

日
に
入
館
す
る
と
き
は
無
料
／
障
が
い
者

手
帳
を
お
持
ち
の
人
と
介
助
者
１
人
が
入

館
す
る
と
き
は
無
料
／
市
内
在
住
の
65
歳

以
上
の
人
は
無
料（
要
証
明
書
）

休
館
日　
火
曜
日

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
入

館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※
歴
史
美
術
館
燻
蒸
作
業
の
た
め
、
５
月

14
日（
月
）か
ら
５
月
18
日（
金
）の
間
、
文

化
交
流
館
全
館
を
休
館
し
ま
す
。

問
高
梁
市
歴
史
美
術
館
・
高
梁
市
文
化
交

流
館
☎（
21
）０
１
８
０
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お知らせ

Go! Go! Charme
吉備国際大学シャルム岡山高梁
プレナスチャレンジリーグWEST
ホームゲーム（シャルムスタジアム）のお知らせ
第３節　４月 28 日（土） 午後２時～
　　　（対コノミヤ・スペランツァ大阪高槻）
第４節　５月３日（木・祝） 午後１時～
　　　（対アンジュヴィオレ広島）
第７節　５月 20 日（日） 午後１時～
　　　（対コノミヤ・スペランツァ大阪高槻）

問高梁スポーツクラブ☎（22）９４０３

求人情報
職　種 所在地 賃 金 月 額

製缶工 高倉町 時給 1,500 円
建設補佐技術
者 横町 200,000 円～ 300,000 円

警備員 横町 日給 6,500 円～ 8,500 円
一般事務・経
理・販売支援 落合町 160,000 円～ 200,000 円

自動車整備 落合町 227,000 円～ 340,000 円
土木・建築等事業
内容の施工・管理 成羽町 230,000 円～ 350,000 円

配管工 成羽町 180,000 円～ 300,000 円
クリーニングの
仕上げ等（パート）原田南町 時給 785 円
介護スタッフ

（パート） 玉川町 時給 800 円
製品の選別・箱
詰め（パート） 成羽町 時給 870 円

※�詳しくはハローワークインターネットサービス
www.hellowork.go.jp をご覧ください。
問ハローワーク高梁☎（22）２２９１

３日（木） 成羽病院（成羽町） ☎（42）３１１１

４日（金） 高梁中央病院（南町） 
☎（22）３６３６

５日（土）
西医院（中之町） ☎（22）２８２０

川上診療所（川上町） ☎（48）４１８８

６日（日） 大杉病院（柿木町） ☎（22）５１５５

13日（日）
藤本診療所（松原通） ☎（22）３７６０

備中診療所（備中町） ☎（45）９００１

20日（日）
備中整形外科（成羽町）
☎（42）４３１１

三村医院（巨瀬町） ☎（25）９０１０

27日（日） 成羽病院（成羽町） ☎（42）３１１１

休日当番医（５月）

※休日当番医が変更になる場合があります。
　受診前に電話でご確認ください。
問高梁市消防本部 緊急情報ダイヤル☎（21）０１００

税金の納期限（口座振替日）
4 月の納期限　５月１日（火）
○固定資産税・都市計画税（全期・１期）
５月の納期限　５月 31日（木）
○軽自動車税（全期）
問税務課☎（21）０２１５

吉
よしだ
田凪

なぎ さ
沙キャプテンより

　　　　　「地域の皆さんへ」
　いつも応援していただきありがと
うございます。
　今シーズンの目標は、チャレンジリーグで 1 位にな
り 2 部に昇格することです。そのために、一戦一戦勝
負にこだわっていきたいと思います。
　キャプテンとして頼りない部分がありますが、自分
らしくチームをまとめていきたいと考えています。　
　チーム一丸となって頑張りますので、応援をよろし
くお願いします。

平成30年度の国民年金保険料は…月額16,340円です。
※付加保険料（希望者のみ）は月額 400 円です。

納付方法は４通り

※納付が困難なときは保険料免除制度があります。
　高梁年金事務所、市民課、各地域局へお問い合わせください。

問日本年金機構高梁年金事務所☎（21）０５７０／市民課☎（21）０２５２

① 納付書（現金）で納付
銀行・農協・コンビニなどで

② クレジットカードで納付
高梁年金事務所で手続きを

③ 口座振替で納付
ご希望の口座から自動引落し

④ 電子納付
インターネットを使って納付

高
梁
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
・
春(

Ｕ
‐
９)

日
時　
５
月
19
日（
土
）午
前
９
時
30
分
～

場
所　
神
原
ス
ポ
ー
ツ
公
園
多
目
的
広
場

対
象　
小
学
１
～
３
年
生
、
幼
稚
園
・
保

育
園
の
年
中
・
年
長
児
お
よ
び
そ
の
保
護

者
や
教
員

参
加
費　
無
料

申
し
込
み　
５
月
10
日（
木
）ま
で
に
市
体

育
協
会
☎（
21
）０
３
３
７
へ

問
高
梁
市
サ
ッ
カ
ー
協
会 

有あ
り

光み
つ

正ま
さ

巳み

さ
ん

☎
０
９
０
‐
１
１
８
６
‐
９
９
２
４

ス
ポ
ー
ツ
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市
長
室
か
ら
　
こ
ん
に
ち
は

成羽病院通信 問成羽病院 ☎（42）３１１１

市長室
から

こ
ん
に
ち
は

●
４
月
は
新
し
い
出
会
い
の
季
節
で
す
。

桜
の
花
が
入
学
式
に
間
に
合
っ
た
学
校
も

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
高
梁
城

南
高
校
に
協
力
を
い
た
だ
き
、
本
市
の
婚

姻
届
に
新
た
な
デ
ザ
イ
ン
が
加
わ
り
ま
し

た
。
全
面
に
桜
の
花
が
散
り
ば
め
ら
れ
た

中
に
備
中
松
山
城
の
イ
ラ
ス
ト
と
、
備
中

松
山
城
と
お
似
合
い
の
カ
ッ
プ
ル
の
絵
を

あ
し
ら
っ
た
も
の
の
２
種
類
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
２
枚
複
写
で
、
モ
ノ
ト
ー
ン
の

紙
は
市
に
提
出
し
、
も
う
一
枚
の
カ
ラ
ー

の
紙
は
控
え
と
し
て
お
持
ち
帰
り
で
き
ま

す
。
保
存
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
バ
ー
も
用

意
し
て
お
り
、「（
一
社
）笑
い
文
字
普
及

協
会
」
に
協
力
を
い
た
だ
き
、
表
面
に
は

「
愛
」
と
い
う
漢
字
を
笑
い
文
字
で
描
い
て

い
ま
す
。
昨
年
度
は
94
組
の
人
が
婚
姻
届

を
提
出
さ
れ
て
お
り
、結
婚
の
門
出
を
お
祝

い
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
作
成
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
昨
年
度
以
上
に
多
く
の
人
に

提
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
市
政
に
対
し
て
新
し
い
観
点
で
ご
示
唆

を
い
た
だ
い
て
い
た
お
２
人
に
、
約
２
年

ぶ
り
に
お
便
り
を
送
り
返
事
を
楽
し
み
に

待
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
お

２
人
と
も
一
年
以
上
前
に
が
ん
で
他
界
さ

れ
て
お
り
、
驚
き
と
悲
し
み
で
慰
み
の
言

葉
も
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
高
梁
市

の
主
要
死
因
の
第
一
位
は
が
ん
で
す
。
続

い
て
心
疾
患
、
肺
炎
と
続
き
、
こ
の
３
つ

で
死
因
の
半
数
を
超
え
る
数
字
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
血
圧
が
気
に
な
る
人
、

血
糖
な
ど
が
原
因
で
特
定
健
診
を
受
け
る

人
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
健

康
診
断
を
受
け
て
い
る
か
ら
安
心
、
医
師

に
見
て
も
ら
っ
て
い
る
か
ら
安
心
と
い
う

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ざ
受
診
し
た
時

に
は
病
気
が
重
篤
化
し
て
い
た
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
医
療
費
の
増ぞ
う
す
う嵩

に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
日
ご
ろ
の
健
康
づ
く
り
、
こ
ま
め

な
健
康
診
査
、
早
め
の
受
診
を
心
が
け
、

健
康
で
住
み
続
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
一
緒

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

●
今
月
、
京
都
市
に
あ
る
比
叡
電
鉄
本

線
の
茶
山
駅
ま
で
行
き
ま
す
。
皆
さ
ん
だ

と
ど
う
い
っ
た
経
路
で
行
き
ま
す
か
。
少

し
時
間
に
余
裕
が
あ
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ

と
思
い
を
巡
ら
せ
て
い
ま
す
。
新
大
阪
駅

か
ら
今
月
誕
生
し
た
大
阪
メ
ト
ロ
で
淀
屋

橋
駅
ま
で
行
き
、
そ
こ
か
ら
京
阪
電
鉄

で
、
比
叡
電
鉄
の
始
発
駅
で
あ
る
出
町
柳

駅
ま
で
行
く
。
い
ろ
い
ろ
と
考
え
る
う
ち

に
、
切
符
を
買
う
時
間
が
な
く
な
り
結
局

新
幹
線
で
京
都
ま
で
行
く
と
い
う
こ
と
に

な
る
か
な
と
も
思
い
つ
つ
、
鉄
ち
ゃ
ん
の

机
上
の
旅
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

脂 

質 

検 

査 

に 

つ 

い 

て

検　
査　
室

　
脂
質
と
は
、
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
な
ど
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。

　
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
は
、
体
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
で
す
が
、
こ
れ

ら
が
多
く
な
る
と
血
管
の
中
で
動
脈
硬
化
が
進
み
、
血
管
が
硬
く
な
り
、
次
第
に

血
管
の
内
側
が
狭
く
な
っ
て
血
液
が
通
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
心
臓
の
血
管
が
詰

ま
っ
た
場
合
は
心
筋
梗
塞
、
脳
に
詰
ま
っ
た
場
合
は
脳
梗
塞
に
な
り
ま
す
。

　
脂
質
を
調
べ
る
検
査
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

　
血
液
中
で
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
肝
臓
か
ら
末
梢
組
織
に
運
ぶ
役
目
を
し
て
い
ま
す

が
、
多
す
ぎ
る
と
血
管
の
壁
に
入
り
込
み
、
動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
す
た
め
、
悪
玉

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

②
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

　
血
管
壁
の
余
っ
た
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
肝
臓
へ
戻
し
、
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
な

い
よ
う
に
働
く
の
で
、
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

③
中
性
脂
肪

　
多
く
な
り
す
ぎ
る
と
肥
満
や
脂
肪
肝
を
き
た
し
、
動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　
こ
の
脂
質
検
査
の
基
準
値
は
次
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
基
準
値
か
ら
外
れ
る
と

脂
質
異
常
症
と
い
う
病
気
と
し
て
治
療
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

基
準
値

①
Ｌ
Ｄ
Ｌ（
悪
玉
）　
１
４
０
mg
／
dL
未
満

②
Ｈ
Ｄ
Ｌ（
善
玉
）　
４
０
mg
／
dL
以
上

③
中
性
脂
肪　
１
５
０
mg
／
dL
未
満

　
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、

○
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
と
る

○
適
度
な
運
動
を
行
う

○
定
期
的
に
検
査
を
す
る

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
心
が
け
て
、
健
康
な
毎
日
を
送
り
ま
し
ょ
う
。
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図書館だより

図書貸出が１回20冊に

高梁市図書館のイベント情報 今月のおすすめ図書

えほんの読み聞かせ～成羽図書館～

５月の移動図書館

おめでとうのさくらまんじゅう
西本 鶏介　作　 ／ 　野須 あき　絵

　小学校の校庭の隅にある桜の木は、和菓子屋の
しょうきちじいさんが、60 年前に植えたもので
す。しょうきちじいさんは、桜の花びらを使っ
て入学する１年生のためにさくらまんじゅうを
作ります。さくらまんじゅうに秘められた想い
とは…。出会いと別れ、桜の季節にぴったりの
心温まる絵本です。

児童書

社
会
教
育
課
　

　
　
　
　
林

は
や
し 

悦え
つ
こ子 

司
書

図書資料 視聴覚資料 合計
貸出冊数 20 冊 ３点 23点
予約冊数 10 冊 ３点 10点

岡山の木を使ったおもちゃ作り
木のぬくもりを感じながら子どもの発想をカタチにしませんか
日　　時　５月３日（木・祝）　午後１時～３時
場　　所　４階多目的室
参 加 費　500 円～ 1000 円（材料費）　
※材料がなくなり次第終了

日　　時　５月 12日（土）午前 10時～
小型絵本　じてんしゃのほねやすみ　
大型絵本　ウララちゃんのたんじょうび
紙 芝 居　ぴょんぴょんぼたもち
工　　作　切り絵であそぼう

ベンガラ和紙で作る和とじノート
糸でとじるオリジナルメモノートを作ってみませんか
日　　時　５月５日（土・祝）　
　　　　　①午前 10時 30分～正午
　　　　　②午後２時～３時 30分
場　　所　４階多目的室
参 加 費　800 円（材料費）
対　　象　子どもとその保護者　
定　　員　各回６組
申　　込　２階カウンターにて参加券配布

※�団体や障がい者向け宅配サービスを利用している人の貸出・予約
冊数に変更はありません。11 冊以上の貸し出しを自動貸出機で
行うときは２回に分けて行ってください。

問社会教育課☎（21）１５１４

問成羽図書館☎（42）２５８９
　 午前９時～午後５時 開館（月曜日休館）

問高梁市図書館☎（22）２９１２
　午前９時～午後９時 開館（年中無休）

第1・3月曜日
（７日・21日）

巨瀬小学校
なごみの森

13:００ ～ 1３:３0
1４:３０ ～ 1５:３0

第1・3火曜日
（１日・15日）

川面小学校
川面地域市民センター
津川小学校
落合地域市民センター
津川地域市民センター

10:00 ～ 10:30
10:30 ～ 11:30
13:0５ ～ 13:30
14:00 ～ 15:00
15:30 ～ 16:００

第1・3水曜日
（２日・16日）

有漢西小学校
川上ふるさとプラザ
養護老人ホーム成羽川荘
日名神楽公園

10:10 ～ 10:４0
1４:００ ～ 1５:００
1５:３0 ～ 1５:４５
16:00 ～ 16:３０

第1・3木曜日
（17日のみ）

福地小学校
やまびこカフェ
宇治小学校
宇治地域市民センター
松原小学校

10:15 ～ 10:４0
1１:１５ ～ 1２:１５
1３:００ ～ 1３:３０
14:３0 ～ 15:３0
16:00 ～ 16:2０

第2・4月曜日
（14日・28日）

玉川地域市民センター
吹屋連絡所
ささゆり苑

10:00 ～ 11:00
14:15 ～ 1５：１5
1５:4５ ～ 1６:1５

第2・4水曜日
（９日・23日）

川上小学校
西山郵便局横
富家小学校（９日のみ）

10:00 ～ 10:2０
11:40 ～ 12:10
13:05 ～ 13:25

第2・4木曜日
（10日・24日）

巨瀬地域市民センター
玉川小学校
イズミゆめタウン
有漢東小学校

10:00 ～ 1１:０0
12:40 ～ 13:４0
1４:１５ ～ 1４:４５
1５:３0 ～ 1５:５５

第2・4金曜日
（11日・25日）

中井小学校
高倉地域市民センター
中井地域市民センター
落合小学校

10:１５ ～ 1０:４５
1２:３0 ～ 1３:０0
1３:３0 ～ 1４:０0
1５:３0 ～ 1６:０0

　高梁市立図書館・図書室および移動図書館の貸出冊
数が次のように変更になります。
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送ってください　次号（５月号）分の締め切りは４月25日（水）必着です
①５月に１歳～６歳の誕生日を迎える市内在住のお子さんの写真に、お子さ
んの氏名（ふりがな）、性別、生年月日、年齢、住所、応募者の氏名と続柄、
電話番号を明記して送付してください。市ホームページでも応募できます。
応募いただいた内容は、広報たかはしのほか、市行政放送、市ホームペー
ジ、公式動画サイトで公開します。
②短歌・俳句・イラストなどは、自作の未発表のもので、漢字にはふりがな
を付けてください。氏名（ふりがな）・年齢・住所・電話番号を明記して投稿
してください。
問（送り先）〒 716-8501〔住所不要〕広報たかはし「市民のページ」係
　 ☎（21）０２１０　　hisyo@city.takahashi.lg.jp

５
さい

岩
い わ き

木 倖
ゆ き の

乃ちゃん
（落合町近似）

６
さい

篠
しのざき

 絢
あ や み

水ちゃん
（備中町布賀）

６
さい

平
ひ ら い

井 伶
れ な

奈ちゃん
（原田北町）

５
さい

村
む ら い

井 琉
りゅうた

太ちゃん
（新町）

４
さい

宇
う き た

喜多 泰
た い ら

良ちゃん
（落合町阿部）

４月に誕生日を迎える子どもたちです

お誕生日おめでとう！

5
さい

中
なかざさ

笹 岳
がく

ちゃん
（落合町近似）

５
さい

村
むらかみ

上 大
たいせい

聖ちゃん
（備中町西油野）

６
さい

小
こばやし

林 司
つかさ

ちゃん
（高倉町飯部）

５
さい

太
お お た

田 桜
さくら

ちゃん
（落合町近似）

２
さい

上
う え だ

田 未
み く

来ちゃん
（津川町八川）

５
さい

川
かわかみ

上 大
や ま と

和ちゃん
（落合町阿部）

２
さい

吉
よしおか

岡 京
けいいち

一ちゃん
（下町）

４
さい

竹
たけがみ

上 優
ゆ あ

愛ちゃん
（成羽町成羽）

４
さい

三
み む ら

村 優
ゆ ま

真ちゃん
（落合町阿部）

４
さい

常
つねきよ

清 飛
と わ

羽ちゃん
（有漢町有漢）

２
さい

西
にしかわ

川 琉
る い

唯ちゃん
（内山下）

６
さい

池
い け だ

田 佳
か い ら

礼ちゃん
（川上町地頭）

５
さい

松
たかまつ

 竜
りゅうのすけ

之介ちゃん
（成羽町成羽）

４
さい

藤
ふじもり

森 壱
はじめ

ちゃん
（津川町八川）

６
さい

村
むらおか

岡 晶
しょう

ちゃん
（川面町）
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１
０
０
歳（
大
正
７
年
生
ま
れ
）の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
方
を
副
市

長
ら
が
訪
問
し
、
記
念
品
や
花
束
を
贈
っ
て
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　
市
内
で
１
０
０
歳
以
上
の
人
は
３
月
31
日
現
在
、
61
人（
男
性
７
人
、

女
性
54
人
）で
す
。

長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

小
こばやし

林 千
ち と し

登志さん

（川面町）
小
こ さ か

坂 梅
う め よ

代さん

（備中町布賀）

三
み む ら

村 繁
し げ こ

子さん

（栄町）

①
人
差
し
指
と
中
指
を
重
ね
て
前
方
か
ら
額
の
中
央
へ
あ
て
る

②
胸
前
で
向
か
い
合
わ
せ
て
立
て
た
両
手
人
差
指
を
同
時
に
曲
げ
る

①
手
話
を
や
っ
て
み
よ
う
！
　
～
こ
ん
に
ち
は
～

②

田
た な か

中 八
や ち よ

知代さん 
（成羽手話サークル）

　
※
「
あ
い
さ
つ
」
と
い
う
手
話

　
※
「
正
午
」「
昼
」
と
い
う
手
話

一い
ち
に
ち
じ
ゅ
う

日
中 

テ
レ
ビ
と
仲
良
く 

し
て
い
て
も 

テ
レ
ビ
は
口
を 

利き

い
て
く
れ
な
い 

カ
サ
カ
サ
と
落お

ち
葉ば

踏ふ

み
締し

め
昔む

か
しを

思
い
腰こ

し
お
ろ下

し
年と

し
の
数か

ず
し
ば
か
さ

芝
重
ね
家い

え
路ぢ

に 

せ
ゝ
ら
ぎ
の
小こ

鮒ぶ
な
の
群む

れ
に 

春
の
陽ひ

の 

穏お
だ
や
か
な
り
て 

水
温ぬ

る
む
ら
し

千
百
兆 

借
金
元
は 

公
務
員 

給
料
ボ
ー
ナ
ス 

多
す
ぎ
る
た
め

卒そ
つ
ぎ
ょ
う業 

幼お
さ
なき
孫ま

ご
を 

思お
も
い
だ
し 

十じ
ゅ
う
に
ね
ん

二
年
の 

年と
し
つ
き月
早は

や
し

と
き
な
ら
ぬ 

春
の
嵐あ

ら
しが 

吹ふ

き
あ
れ
て 

じ
っ
と
う
つ
む
く 

ら
っ
ぱ
水す

い
せ
ん仙

長
い
冬 

寒
さ
に
耐
え
て 

来
た
五さ

月つ
き 

春
の
日
浴
び
て 

つ
ぼ
み
膨ふ

く
ら
む

和
や
か
な　
デ
イ
サ
ア
ビ
ス
に 

癒
さ
れ
て 

笑
顔
あ
ふ
れ
る 

老
い
の
楽
園

早
二
年 

デ
イ
ケ
ア
の
職
員
さ
ん
の 

笑
顔
と
気
く
ば
り
に 

た
の
し
い
毎
日

春
中な

か
場ば 
害が

い
ち
ゅ
う虫

飛ひ

来ら
い 

時じ

き期
と
成
り 

特
に
嫌き

ら
われ 

は
っ
と
う
じ
か
な

晴は

れ
た
空 
五
十
回か

い
忌き

の 

鐘か
ね
し
ず静

か 

百
五
十
年
の 

子し

孫そ
ん

を
語か

た
る

待
ち
て
い
た 
春
が
来
た
の
に 

寒
さ
あ
り 

笑
顔
で
友
と 

語か
た

る
幸し

あ
わ
せ福

道み
ち
ば
た端
に 

頭
揃
え
し 
黄
ス
イ
セ
ン 

か
弱
き
葉
先 

凍
土
を
破
る

夕
暮
れ
の 

川
の
水
面
に 

水
鳥
の 
二
羽
来
て
あ
そ
ぶ 

も
ぐ
っ
て
浮
い
て

弥
生
月 

梅
に
鶯

う
ぐ
い
す 

さ
わ
や
か
に 

冬
芽
も
目
覚
め 

春
の
息い

吹ぶ
き
に 

遊
具
な
く 

人
な
き
ベ
ン
チ
の 

片
隅
に 
タ
ン
ポ
ポ
一
輪 

春
を
告
ぐ
る
や

俳
句

大お
お
久く

保ぼ 

裕ゆ
う
子こ

さ
ん（
下
谷
町
）

短
歌

桝ま
す
が
み上 

秀ひ
で

雄お

さ
ん（
備
中
町
西
山
）

川か
わ
か
み上 

艶つ
や
こ子

さ
ん（
津
川
町
今
津
）

小お

野の 

は
る
恵え

さ
ん（
原
田
南
町
）

三み

浦う
ら 

数か
ず

馬ま

さ
ん（
成
羽
町
中
野
）

池い
け
田だ 

利り

恵え

子こ

さ
ん（
落
合
町
阿
部
）

坂さ
か

田た 

昭あ
き

夫お

さ
ん（
松
原
町
大
津
寄
）

小こ

見み

山や
ま 

孝た
か
子こ

さ
ん（
松
山
）

田た

中な
か 

溫は
る

子こ

さ
ん（
成
羽
町
下
原
）

三み

浦う
ら 

操み
さ
おさ
ん（
成
羽
町
中
野
）

熊く
ま

本も
と 

金き
ん

太た

郎ろ
う

さ
ん（
中
井
町
西
方
）

宮み
や
も
と本 

宮み
や
き
ち吉

さ
ん（
川
上
町
七
地
）

赤あ
か

木ぎ 

文ふ
み

子こ

さ
ん（
備
中
町
西
山
）

一ひ
と
片ひ

ら 

遊ゆ
う
子し

さ
ん（
成
羽
町
成
羽
）

山や
ま
本も

と 

義よ
し
え慧
さ
ん（
川
上
町
仁
賀
）

原は
ら
田だ 

由ゆ

き
さ
ん（
高
倉
町
飯
部
）

宗む
ね
岡お

か 

猛た
け
しさ
ん（
成
羽
町
下
原
）

夜よ

桜ざ
く
らや 

あ
や
し
く
重お

も
く 

夜よ
る
の
顔か

お

川
柳

妹せ
の

尾お 

昌ま
さ

美よ
し

さ
ん（
東
町
）

上
を
見
て 

暮
せ
ば
不
平 

愚ぐ

ち痴
不
満

野
の ぐ ち

口 春
は る こ

子さん

（中井町津々）

市民のページ
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▼
暖
か
く
な
る
と
動
き
出
す
の
は
虫

や
カ
エ
ル
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
の
住
む
山や

ま

間あ
い

の
集
落
で
も
、
市

役
所
に
近
い
町
中
で
も
、
休
日
に
多

く
の
人
と
出
会
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
先
日
本
町
で
開
か
れ
た
雛
ま
つ

り
で
は
、
紺
屋
川
の
桜
を
散
ら
す
風

は
冷
た
い
も
の
の
、
子
ど
も
た
ち
は

元
気
に
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。
待

ち
遠
し
か
っ
た
春
が
来
ま
し
た
。
家

の
周
り
の
雑
草
の
こ
と
を
考
え
る
と

ぞ
っ
と
し
ま
す
が
、
今
年
度
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
山
崎
太
朗
）

人口・世帯数
（人・世帯）

前月比
（人・世帯）

総人口 ３０，９５５ ー 176

男 性 １４，９０７ － 82

女 性 １６，０４８ － 94

世帯数 １４，４３５ ー 72
( 平成 30年 3月末現在・外国人含む )

　市内の観光やイベント
の情報・空き家情報など
を発信するアプリです。
また、災害時などの緊急
情報も配信されます。

人　口 高梁いんふぉ

〔Android 用〕〔iPhone 用〕

広
報
た
か
は
し
４
月
号
（
通
巻
163
号
）

　
　
　
■ 

編
集
と
発
行（
毎
月
15
日
発
行
）高
梁
市
秘
書
広
報
課

■
〒

716-8501 岡
山

県
高

梁
市

松
原

通
2043　

電
話

0866（21）0210
■

 ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://www.city.takahashi.okayama.jp/

環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

本
紙
は
環
境
保
全
の
た
め
再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
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